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中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

は
じ
め
に

現
代
中
国
に
お
け
る
損
害
賠
償
法
で
は
、
か
つ
て
は
財
産
的
損
害
に
対

(
l
)
 

す
る
賠
償
の
み
が
認
め
ら
れ
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
理
論
的

に
は
否
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建

国
以
降
の
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
精
神
損
害
そ
の
も
の
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア

法
学
の
影
響
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
精
神
損
害

に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
人
格
の
商
品
化
に
つ

な
が
り
、
社
会
主
義
法
制
を
と
る
中
国
で
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ

た
「
民
法
通
則
」
で
は
、
人
格
権
侵
害
の
う
ち
、
個
人
の
姓
名
権
、
肖
像

権
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
お
よ
び
法
人
の
名
称
権
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
の
侵

害
に
対
し
て
は
、
明
文
に
よ
っ
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め

(
2
)
 

る
こ
と
と
し
た
が
、
他
方
、
上
記
の
権
利
以
外
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
と
す
る
立
場
を
崩
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
近
時
の
裁
判
実
務
に
お
い
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
適

用
範
囲
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
一
九
九
四
年

に
施
行
さ
れ
た
「
消
費
者
権
利
利
益
保
護
法
」
に
お
い
て
「
障
害
賠
償
金
」

(
原
語
「
残
疾
賠
償
金
」
)
と
い
う
項
目
が
登
場
し
た
点
が
と
く
に
注
目

さ
れ
る
。
法
文
上
は
こ
の
金
銭
給
付
を
精
神
損
害
賠
償
で
あ
る
と
は
明
言

し
て
い
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
法
で
は
、
「
死
亡
賠
償
金
」
と
い
う
項
目
も
登
場
し
、

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
人
身
権
・
人
格
権
の
範
囲
を
超
え
て
適

(
3
)
 

用
さ
れ
る
動
き
さ
え
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
以
下
の
時
代
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
法
の
変
遷
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
す
め
る
。

一
、
建
国
か
ら
改
革
開
放
政
策
実
施
ま
で
(
一
九
四
九
年
l
七
八
年
)

こ
の
時
期
は
、
法
文
上
も
、
ま
た
法
理
論
上
も
精
神
損
害
に
対
す
る
金

北法47(4・75)1041
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銭
賠
償
を
一
切
否
定
し
て
い
た
た
め
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の

云
口
定
期
」
と
し
て
扱
う
。

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
否
定
す
る
法

的
根
拠
お
よ
び
そ
の
背
景
、
な
ら
び
に
法
規
定
・
実
務
で
の
取
扱
い
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
中
国
と
国
家
体
制
を
同
じ
く
し
て
い
た
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
お
よ
び
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
精
神
損
害
賠
償
制

度
と
の
対
比
を
行
う
。

二
、
改
革
開
放
政
策
実
施
か
ら
民
法
通
則
制
定
ま
で

(
一
九
七
八
年
l

八
六
年
)

こ
の
時
期
に
は
、
法
理
論
は
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
大
き
く
転
換
し
、
ま

た
、
こ
の
法
理
論
の
変
化
を
受
け
て
民
法
通
則
第
一
二

O
条
に
、
は
じ
め

て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
肯
定
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
時
期
を
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
「
萌
芽
期
」
と
し

(
4
)
 

て
扱
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
法
理
論
と
法
規
定
が
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償

の
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
い
か
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
変

化
が
民
法
通
則
制
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
分
析
す
る
。
そ

の
上
で
、
民
法
通
則
第
一
二

O
条
の
解
釈
に
関
す
る
争
点
に
つ
い
て
の
分

析
を
行
う
。

=
コ
民
法
通
則
制
定
か
ら
消
費
者
権
利
利
益
保
護
法
施
行
ま
で
(
一
九

八
六
年
j
九
四
年
)

こ
の
時
期
に
は
、
民
法
通
則
第
二
一

O
条
を
め
ぐ
る
議
論
を
経
て
、
相

次
い
で
そ
の
性
質
が
実
質
上
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
で
あ
る
金

銭
給
付
を
認
め
る
規
定
を
有
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
時

期
を
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
「
発
展
期
」
と
す
る
。

こ
こ
で
は
民
法
通
則
第
一
二

O
条
の
解
釈
に
関
す
る
論
争
の
結
果
、
法

規
定
と
法
実
務
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
概
観
す
る
。
ま
た
、
「
発

展
期
」
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
め
ぐ
る
中
国
法
学
界

で
の
議
論
を
紹
介
し
た
上
で
、
近
時
の
立
法
に
お
い
て
精
神
損
害
に
対
す

る
金
銭
賠
償
、
あ
る
い
は
実
質
上
は
そ
の
性
質
が
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
金
銭
給
付
が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
立
法

化
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
と

近
時
の
市
場
経
済
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

最
後
に
、
以
上
の
法
理
論
お
よ
び
法
規
定
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
近
時
よ

う
や
く
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
裁
判
例
の
分
析
を
つ
う
じ
て
、
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
運
用
の
実
際
を
解
明
し
た
い
。

以
上
の
検
討
を
つ
う
じ
て
、
以
下
の
点
の
解
明
を
本
稿
の
課
題
と
し
た

い
。
第
一
に
、
い
わ
ば
「
無
」
か
ら
「
有
」
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
精
神

損
害
賠
償
法
の
発
展
過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
煩
害
に
対

す
る
金
銭
賠
償
と
い
う
非
常
に
限
定
さ
れ
た
分
野
で
は
あ
る
が
、
法
理
論
、

北法47(4・76)1042



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実菰1)

法
実
務
、
実
定
法
の
三
者
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
、
中
国
に
お
け

る
紛
争
解
決
の
基
準
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
か
、
と
り
わ
け
法
理
論
、
法

実
務
が
一
つ
の
法
制
度
形
成
に
対
し
て
、
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
二
に
、
中
国
社
会
の
変
化
、
と
り
わ
け
計

画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
変
化
が
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制

度
の
形
成
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
第
一
一
一
に
、
中
国
で
従
来
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
精
神
損
害
に

対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
独
自
の
も
の
な
の
か
、
は
た
し

て
社
会
経
済
体
制
の
相
違
と
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
明
ら

か
に
し
た
い
。
こ
の
問
題
は
精
神
損
害
賠
償
法
の
本
質
的
問
題
で
も
あ
り
、

本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
が
、
解
明
へ
む
け
て

何
ら
か
の
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
可
と
し
た
い
。

(
1
)
精
神
損
害
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お
い
て
は
一
般
に
次

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
「
加
害
者
が
他
人
の
人
身
の
権
利
を
侵

害
し
、
他
人
の
心
身
、
感
情
に
傷
お
よ
び
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
非
財
産
的
な
精
神
利
益
の
損
害
で
あ
る
」

(
李
春
敏
「
精
神
損
害
事
実
的
認
定
」
法
学
一
九
九
四
年
第
一
一

期
二
五
頁
)
。
あ
る
い
は
「
損
害
に
は
二
種
類
の
形
式
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
財
産
上
の
損
害
で
あ
り
、
二
つ
は
非
財
産
的
損
害
、
す
な

わ
ち
精
神
損
害
で
あ
る
(
王
啓
庭
「
我
国
精
神
損
害
賠
償
制
度
的

若
干
問
題
」
複
印
報
刊
資
料
・
法
学
一
九
九
一
年
第
三
期
八
七
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
精
神
損
害
と
は
非
財
産
的
損
害
、

す
な
わ
ち
財
産
的
損
害
以
外
の
損
害
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
以
下

本
稿
に
お
い
て
「
精
神
損
害
」
と
い
う
場
合
は
「
非
財
産
的
損
害
」

を
指
す
も
の
と
す
る
。

(
2
)
民
法
通
則
第
二
一

O
条
。
と
こ
ろ
で
、
中
国
に
お
い
て
は
、
原

則
と
し
て
、
人
の
身
体
と
不
可
分
で
、
か
つ
金
銭
を
用
い
て
そ
の

価
値
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
利
益
を
「
人
身
権
」
と
し
、

こ
れ
は
人
格
権
と
身
分
権
か
ら
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
生
命
健
康
権
、
姓
名
権
、
栄
誉
権
、
肖
像
権
、
人
身
自
由
権
、

婚
姻
自
主
権
等
、
法
律
が
人
の
身
体
に
固
有
の
権
利
と
認
め
た
も

の
を
寸
人
格
権
」
と
し
、
親
権
、
監
護
権
、
相
続
権
、
お
よ
び
著

作
権
、
発
明
権
等
、
一
定
の
地
位
、
資
格
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

権
利
利
益
を
「
身
分
権
」
と
し
て
い
る
(
法
学
詞
典
編
輯
委
員
会

編
『
法
学
詞
典
・
第
三
版
L

(

上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)

一
三
一
頁
)
。
し
か
し
、
中
国
の
学
者
の
聞
で
は
、
と
り
わ
け
人
身
権

と
人
格
権
の
区
別
が
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

民
法
通
則
第
二
一

O
条
に
い
う
個
人
の
姓
名
権
、
肖
像
権
、
名
誉
権
、

栄
誉
権
を
特
に
「
四
権
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
「
四
権
」
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
大
き
く
わ
け
で
次
の
四

つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
①
四
権
を
人
身
権
の
一
部
と
と
ら
え
る
見

解
(
関
今
華
・
庄
仲
希
『
精
神
損
害
賠
償
原
理
与
実
務
』
(
人
民
法

院
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
二
九

O
貰
)
。
②
人
格
権
を
四
権
に
限

北法47(4・77)1043 
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定
す
る
見
解
(
馬
原
主
編
『
民
事
審
判
実
務
』
(
中
国
経
済
出
版
社
、

一
九
九
三
年
)
一
八
二
頁
。
同
旨
、
楊
立
新
編
著
『
侵
権
損
害
賠

償
案
件
司
法
実
務
』
(
新
時
代
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
一
五
六
頁

以
下
、
唐
徳
華
主
編
『
民
法
教
程
』
(
法
律
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)

四
五
五
頁
)
。
③
人
身
権
を
四
権
に
限
定
す
る
見
解
(
伶
柔
主
編
『
中

国
民
法
』
(
法
律
出
版
社
、
一
九
九

O
年
)
五
九
五
頁
)
。
④
四
権

を
単
に
列
挙
す
る
だ
け
の
も
の
(
鄭
幸
福
他
『
侵
権
賠
償
』
(
中
国

大
百
科
全
書
出
版
社
上
海
分
社
、
一
九
九
二
年
)
三

O
頁
)
。
こ
の

よ
う
な
学
説
の
混
乱
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
法
通
則
第
一
二

O
条
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
論
争
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

(
3
)
同
法
に
い
う
「
死
亡
賠
償
金
」
が
、
は
た
し
て
死
者
の
精
神
損

室
口
に
対
す
る
金
銭
賠
償
な
の
か
、
あ
る
い
は
近
親
者
の
精
神
損
害

に
対
す
る
金
銭
賠
償
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
し
か
し
、
中
国
の
法
学
界
で
は
死
者
の
精
神
損
害
に
対

す
る
金
銭
賠
償
を
近
親
者
が
相
続
し
て
こ
れ
を
行
使
す
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
相
続
説
が
少
数
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら

く
「
死
亡
賠
償
金
」
の
性
質
は
近
親
者
の
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
第
三
章
参
照
。

(
4
)
馬
原
主
編
『
民
事
審
判
実
務
』
(
中
国
経
済
出
版
社
、
一
九
九
三

年
)
一
八
二
頁
で
は
、
「
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
事
件
は
八
中

華
人
民
共
和
国
民
法
通
則

V
施
行
以
降
に
現
れ
た
新
し
い
タ
イ
プ

の
事
件
で
あ
る
」
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
法
は
民
法
通
則
の
公
布
・
施
行
以
降
の
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
ま
た
中
国
の
学
者
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
見
解

を
支
持
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
改
革

開
放
政
策
の
実
施
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
精
神
損
害

に
対
す
る
金
銭
賠
償
法
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

稿
で
は
改
革
開
放
政
策
実
施
の
一
九
七
八
年
以
降
を
「
萌
芽
期
」

と
し
て
、
ま
た
民
法
通
則
が
公
布
さ
れ
た
一
九
八
六
年
以
降
を
「
発

展
期
」
と
す
る
。
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第
一
章
「
否
定
期
」

|
l中
華
人
民
共
和
国
建
国
か
ら

改
革
開
放
政
策
実
施
ま
で
(
一
九
四
九
l
七
八
年
)

第
一
節

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
降
の
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
の
変
化

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
法
を
検
討

す
る
前
に
、
ま
ず
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
の
中
華
民
国
期
に
お
け
る
精

神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
を
概
観
す
る
。

中
華
民
国
期
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
関
す
る
実
定

(l) 

法
規
定
と
し
て
は
、
一
九
二
九
年
施
行
の
中
華
民
国
民
法
総
則
編
第
一
人

(2) 

条
、
第
一
九
条
な
ら
び
に
一
九
三

O
年
施
行
の
同
債
権
編
第
一
九
四
条
、
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第
一
九
五
条
の
規
定
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
第
一
八
条
で
は
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
が
存

在
す
る
。
「
人
格
権
が
侵
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
法
院
に
対
し
そ
の
侵

害
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
(3) 

律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
損
害
賠
償
ま
た
は
『
慰
撫
金
』

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
こ
こ
で
は
人
格
権
一
般
が
侵
害
を
受
け

た
場
合
に
は
「
侵
害
の
除
去
」
が
請
求
で
き
る
ほ
か
、
「
法
律
に
特
別
の

規
定
が
あ
る
と
き
」
に
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
あ
る
い
は
「
慰

撫
金
」
を
加
害
者
に
対
し
請
求
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
に
い
う
「
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
」
人
格
権
と
は
、
後
述
す
る

姓
名
権
(
第
一
九
条
)
、
生
命
権
、
身
体
権
、
健
康
権
、
名
誉
権
お
よ
び

自
由
権
で
あ
る
(
第
一
九
二
条
な
い
し
第
一
九
五
条
)
。
こ
れ
ら
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
侵
害
の
停
止
と
あ
わ
せ
て
損
害
賠
償
あ
る
い

(
4
)
 

は
「
慰
撫
金
」
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
第
一
九

条
は
姓
名
権
侵
害
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
姓
名
権
が
侵
害

を
受
け
た
場
合
に
は
、
法
院
に
対
し
そ
の
侵
害
の
除
去
を
議
求
す
る
こ
と

が
で
き
、
あ
わ
せ
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
前
述
の

よ
う
に
、
こ
れ
は
第
一
八
条
に
対
す
る
「
特
別
の
規
定
」
と
解
さ
れ
て
お

り
、
姓
名
権
侵
害
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
ほ
か
、
本
条

に
は
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
一
八
条
に
よ
り
「
慰
撫
金
」

(
5
)
 

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
一
九
四
条
で
は
「
不
法
に
他
人
を
侵
害
し
て
死
に
致
ら
し

め
た
場
合
に
は
、
被
害
者
の
父
母
、
子
女
お
よ
び
配
偶
者
は
、
財
産
上
の

損
害
で
な
く
と
も
、
相
当
の
金
額
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
近
親
者
の
精
神
損
害

に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
請
求
権
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
第
一
九
五
条
第
一

項
で
は
「
不
法
に
他
人
の
身
体
、
健
康
、
名
誉
ま
た
は
自
由
を
侵
害
し
た

場
合
に
は
、
被
害
者
は
財
産
上
の
損
害
で
な
く
と
も
、
相
当
の
金
額
の
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
名
誉
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、

あ
わ
せ
て
名
誉
回
復
に
関
す
る
適
当
な
処
分
を
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
身
体
、
健
康
、
名
誉
お
よ
び
自
由
権
が
侵
害
さ

れ
た
場
合
の
被
害
者
本
人
の
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め
て
い

た
。
た
だ
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
と
は
異
な
り
、
第
一
九
五
条

第
二
項
で
「
前
項
の
請
求
権
は
こ
れ
を
譲
渡
し
ま
た
は
相
続
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
金
銭
を
も
っ
て
賠
償
す
べ
き
請
求
権
に
つ
い
て
、
既

に
契
約
に
よ
っ
て
こ
れ
を
承
諾
し
ま
た
は
既
に
こ
れ
を
提
訴
し
て
い
る
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
の
制
限
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
華
民
国
民
法
に
お
い
て
は
、
姓
名
権
、
生
命
権
、
身

体
権
、
健
康
権
、
名
誉
権
お
よ
び
自
由
権
侵
害
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対

す
る
金
銭
賠
償
は
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
中
国
大
陸
に
お
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け
る
中
華
民
国
民
法
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
一
九
四
七
年
後
半
ま
で
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

(6) 

で
あ
る
。

ま
た
、
中
華
民
国
民
法
制
定
前
に
お
い
て
も
、
実
務
上
、
精
神
損
害
に

対
す
る
金
銭
賠
償
は
肯
定
さ
れ
て
い
た
。
大
理
院
(
後
に
最
高
法
院
と
名

称
を
改
め
る
)
は
は
や
く
も
民
国
初
期
に
お
い
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
を
肯
定
す
る
い
く
つ
か
の
判
例
お
よ
び
解
釈
を
出
し
て
い
る
。

ま
ず
、
民
国
三
(
一
九
一
四
)
年
に
は
「
身
体
上
の
損
害
は
財
産
の
如

く
金
銭
を
も
っ
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
え
ど
も
、
法
は
す
で

に
被
害
者
に
金
銭
の
賠
償
の
請
求
を
為
し
得
る
こ
と
を
認
む
。
よ
っ
て
法

院
は
被
害
者
の
受
け
た
損
害
の
情
態
を
創
酌
し
て
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

定
め
る
こ
と
を
得
」
と
し
て
、
身
体
侵
害
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る

(
7
)
 

金
銭
賠
償
を
肯
定
す
る
判
例
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
生
命
侵
害
お
よ

び
人
格
権
侵
害
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
人
格

関
係
(
生
命
は
人
格
権
の
一
種
)
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
被
害
者
ま
た
は

そ
の
家
族
は
損
害
賠
償
又
は
『
慰
撫
金
』
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
前
置
き
し
た
上
で
、
「
生
命
権
は
人
格
権
の
一
種
で
あ
る
。
人
格
権
が

侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
は
加
害
者
に
対
し
、
そ

の
物
質
上
有
形
の
損
害
賠
償
(
た
と
え
ば
医
薬
・
葬
儀
・
扶
養
等
の
費
用
)

お
よ
び
『
慰
謝
金
』
(
そ
の
精
神
上
受
け
た
る
無
形
の
苦
痛
を
慰
謝
す
る
)

(
8
)
 

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
括
弧
は
原
文
)
と
し
て
、
生
命
権
侵
害

お
よ
び
人
格
権
侵
害
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
肯
定
し

て
い
る
。
ま
た
名
誉
権
侵
害
に
つ
い
て
も
「
名
誉
の
侵
害
を
受
け
た
者
は

そ
の
侵
害
の
除
去
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
、
な
お
法
律
の
許
す
範

へ
9
)

囲
内
に
お
い
て
損
害
賠
償
又
は
『
慰
撫
金
』
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
、
こ
れ
を
且
同
定
す
る
判
例
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
、

前
述
し
た
中
華
民
国
民
法
に
も
と
づ
く
紛
争
解
決
と
ほ
ぼ
同
様
の
紛
争
解

決
が
、
中
華
民
国
民
法
制
定
前
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
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を
証
明
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
華
民
国
期
に
お
い
て
は
、
中
華
民
国
民
法
制
定

前
後
を
通
じ
、
民
法
の
規
定
上
に
お
い
て
も
司
法
実
務
上
に
お
い
て
も
、

姓
名
権
、
生
命
権
、
身
体
権
、
健
康
権
、
名
誉
権
お
よ
び
自
由
権
侵
害
に

お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
中
華
民
国
期
に
お
い
て
肯
定
さ
れ
て
い
た
精
神
損
害
に
対

す
る
金
銭
賠
償
は
、
新
中
国
建
国
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

新
中
国
建
国
に
先
じ
て
、
一
九
四
九
年
二
月
に
中
国
共
産
党
は
「
国
民

党
の
六
法
全
書
を
廃
棄
し
、
解
放
区
の
司
法
原
則
を
確
定
す
る
こ
と
に
関

す
る
指
示
」
(
「
中
共
中
央
関
於
廃
除
国
民
党
的
六
法
全
書
与
確
定
解
放
区
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(
叩
)
(
日
)

的
司
法
原
則
的
指
示
」
)
(
以
下
「
指
示
」
と
す
る
)
を
公
布
し
、
新
中
国

建
国
後
の
社
会
主
義
法
制
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
司
法
活
動
に
は
再
び
国
民
党
の
六
法
全
書
を
根
拠
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
く
て
、
人
民
の
新
し
い
法
律
を
根
拠
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、

ま
だ
新
し
い
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
「
共
産
党
の
政
策
及

び
人
民
政
府
と
人
民
解
放
軍
が
発
布
し
た
各
種
の
綱
領
・
法
律
・
条
例
・

決
議
を
根
拠
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
「
当
面
人
民
の
法
律

が
ま
だ
不
完
全
な
状
況
の
下
に
於
い
て
は
、
司
法
機
関
の
事
務
処
理
の
原

則
」
は
、
「
綱
領
・
法
律
・
命
令
・
条
例
・
決
議
に
規
定
の
有
る
も
の
」

に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
に
し
た
が
い
、
そ
れ
ら
に
規
定
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
「
新
民
主
主
義
の
政
策
」
に
し
た
が
う
(
第
五
項
)
。
こ
の
「
指
示
」

に
よ
り
、
「
国
民
党
統
治
下
の
資
本
主
義
法
制
の
継
受
は
断
固
、
抱
否
す
る
」

(ロ)

と
い
う
方
針
が
明
確
に
一
不
さ
れ
、
本
稿
の
関
心
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
中

華
民
国
民
法
な
ら
び
に
そ
れ
以
前
の
法
実
務
の
一
切
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
前
述
の
民
国
期
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
に
関
す
る
法
と
実
務
も
、
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。
そ
の
後
、
一
九
四
九
年
一

O
月
一
日
に
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ

る
が
、
こ
の
「
指
示
」
は
「
新
中
国
に
お
け
る
法
学
の
思
想
的
・
理
論
的

(
日
)

基
礎
」
と
な
り
、
「
指
示
」
に
も
と
づ
い
て
そ
の
後
の
中
国
に
お
け
る
法

の
あ
り
方
が
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
革
命
前
の
法
の
継
承
利
用
を

い
っ
さ
い
拒
否
し
、
さ
し
あ
た
り
新
法
典
も
制
定
し
な
い
で
単
行
法
規
に

よ
っ
て
す
ま
せ
」
、
ま
た
「
い
わ
ゆ
る
法
の
欠
依
に
対
し
て
は
、
政
策
を

も
っ
て
こ
れ
を
補
う
こ
と
、
つ
ま
り
一
定
条
件
の
下
で
は
政
策
に
も
法
源

(M) 

と
し
て
の
効
力
を
認
め
る
」
と
い
う
「
徹
底
し
た
」
方
針
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
指
示
」
に
も
と
づ
い
て
「
革
命
前
の
法
の
継
承
利
用
を

い
っ
さ
い
拒
否
」
す
る
こ
と
に
よ
り
空
白
状
態
と
な
っ
た
中
国
の
法
制
度

は
、
五
四
年
憲
法
制
定
前
後
の
一
時
期
は
社
会
主
義
法
制
建
設
の
方
向
に

向
か
い
、
同
年
冬
に
は
第
一
回
目
の
民
法
典
草
案
の
起
草
に
着
手
し
て
い

(
日
)
る
。
し
か
し
、
「
一
九
五
七
年
以
降
の
、
政
治
運
動
に
つ
ぐ
政
治
運
動
に

よ
っ
て
、
し
だ
い
に
法
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
主
導
的
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

(

凶

)

(

げ

)

り
」
、
法
の
整
備
よ
り
も
政
策
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

つ
い
に
は
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
「
『
無
法
』
状
態
に
引
き
ず
り
込
ま

一
郎
)

れ
て
し
ま
う
」
の
で
あ
る
。
こ
の
「
無
法
」
状
態
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う

に
、
改
革
開
放
政
策
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
法
の
整
備
」
(
原
語
「
法

制
建
設
」
)
が
あ
げ
ら
れ
る
ま
で
続
い
た
。

ま
た
、
法
理
論
面
に
お
い
て
は
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
資
料
が
ほ
と

ん
と
存
在
し
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一

九
五
八
年
ま
で
に
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
完
全
に
否
定
す
る

(
刊
日
)

理
論
が
確
立
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
中
華
民
国
期
に
は
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
精
神
損

害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
法
と
実
務
は
、
「
指
示
」
に
よ
り
一
切
否
定
さ
れ
、

ま
た
新
中
国
建
国
後
新
た
に
民
法
典
も
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
理
論

的
に
も
否
定
さ
れ
、
結
果
的
に
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
全

面
的
に
否
定
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
興
味
深
い
資
料
が
存
在
す
る
。
以
下
に
掲
げ
る
表

は
、
生
産
手
段
の
社
会
主
義
化
の
完
了
が
宣
言
さ
れ
た
一
九
五
六
年
か
ら

九
四
年
ま
で
の
、
人
民
法
院
が
受
理
し
た
損
害
賠
償
訴
訟
件
数
の
推
移
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
国
社
会

が
極
度
に
「
左
傾
」
化
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
反
右
派
闘
争
・
大
躍
進
期

お
よ
び
文
化
大
革
命
期
に
お
い
て
は
、
損
害
賠
償
訴
訟
件
数
が
他
の
時
期

(
初
)

に
比
し
て
著
し
く
少
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
「
十
年
動
乱
期
に
は
、

社
会
主
義
民
主
お
よ
び
社
会
主
義
法
制
は
重
大
な
破
壊
を
受
け
」
、
「
公
民

の
人
身
上
の
権
利
利
益
お
よ
び
財
産
上
の
権
利
利
益
が
侵
害
を
受
け
る
と

い
う
現
象
は
広
く
存
在
し
た
」
が
、
「
当
時
人
民
法
院
は
麻
庫
状
態
に
陥

っ
て
お
り
、
被
害
者
は
訴
え
よ
う
に
も
訴
え
よ
う
が
な
」
か
っ
た
と
い
う

(
幻
)

点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
反
右
派
闘
争
・
大
躍
進
期
(
一
九
五
七
l
六
O

年
)
に
訴
訟
件
数
が
減
少
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
の
原
因
に
は
と
く
に
言

及
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

改
革
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
た
七
八
年
以
降
、
訴
訟
件
数
が
急
激
に
増
加

(n) 

し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第

一
に
は
、
改
革
開
放
政
策
の
実
施
以
降
、
商
品
経
済
が
急
速
に
発
展
し
、

商
品
経
済
の
価
値
観
念
が
人
々
の
意
識
の
間
に
急
速
に
強
ま
り
、
そ
の
結

果
、
土
地
の
境
界
、
水
利
等
を
め
ぐ
る
紛
争
が
頻
発
し
た
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
、
七
九
年
の
刑
法
お
よ
び
刑
事
訴
訟
法
の
施
行
の
影
響
が
指
摘
さ

れ
る
。
損
害
賠
償
事
件
に
お
い
て
は
、
け
ん
か
や
殴
り
合
い
に
よ
る
損
害

(
幻
)

賠
償
請
求
事
件
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。
こ
れ
は
七
九
年
の
刑
法
の
施
行

以
降
、
人
民
法
院
は
軽
微
な
傷
害
事
件
や
明
ら
か
に
犯
罪
を
構
成
し
な
い

事
件
に
対
し
て
は
、
当
事
者
に
民
事
損
害
賠
償
に
し
た
が
っ
て
立
案
し
処

理
す
る
よ
う
説
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
民
事
損
害
賠
償
事

件
の
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
第
三
に
、
こ
れ
は
と
く
に
人
八
年
以
降
の

増
加
の
原
因
で
あ
る
が
、
八
七
年
一
月
一
日
の
民
法
通
則
の
施
行
が
指
摘

さ
れ
る
。
民
法
通
則
施
行
前
に
は
財
産
的
損
害
を
と
も
な
う
人
身
損
害
訴

訟
お
よ
び
財
産
損
害
訴
訟
の
み
が
人
民
法
院
に
受
理
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
民
法
通
則
施
行
後
に
は
、
個
人
の
姓
名
権
、
肖
像
権
、
名
誉
権
、

栄
誉
権
お
よ
び
法
人
の
名
称
機
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
な
ら
び
に
著
作
権
ま

で
が
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
事
件
の
範
囲
に
含
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
八
年
以
降
の
人
民
法
院
の
受
理
す
る

訴
訟
件
数
の
増
加
は
、
民
法
通
則
第
一
二

O
条
に
お
い
て
、
精
神
損
害
に

対
す
る
金
銭
賠
償
が
肯
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
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中国における精桝員害に対する金槻音償をめぐる法と実務1)

全国各級人民法院における

損害賠償事件受理件数の推移

年度 受理件数 前年度比例)
民事事件総数に
占める割合(%)

1956 10，696 1.35 

1957 18，292 71.0 2.23 

1958 

1959 4，907 1.30 

1960 2，989 "'39.1 0.97 

1961 6，757 126.1 1.09 

1962 14，054 108.0 1. 73 

1963 15，858 12.8 2.09 

1964 11 ，886 "'25.0 1.88 

1965 9，614 企19.1 1. 74 

1966 5，190 "'46.0 1.47 

1967 5，684 9.5 2.5 

1968 2，283 "'59.8 2.56 

1969 1，511 企33.8 2.42 

1970 1，566 3.6 1.52 

1971 2，189 39.8 1.41 

1972 3，366 53.7 1.67 

1973 6，472 92.2 2.41 

1974 8，581 32.6 2.99 

1975 8，271 "'3.4 3.33 

1976 7，562 企8.6 3.35 

1977 9，335 23.4 4.01 

1978 15，900 70.3 5.29 

1979 34，084 114.4 8.74 

1980 60，052 76.2 10.62 

1981 80，610 34.2 11.96 

1982 104，461 29.6 13.41 

1983 103.849 企0.6 13.73 

1984 108，647 4.6 12.96 

1985 109，684 0.95 12.95 

1986 120，068 9.5 12.13 

1987 129，046 7.5 10.63 

1988 150，927 16.9 10.37 

1989 172，287 14.1 9.49 

1990 171，128 企0.67 9.24 

1991 182，499 6.6 9.70 

1992 190，773 4.5 9.79 

1993 198，131 3.9 9.48 

1994 213，218 7.1 8.94 

さ
ら
に
、
こ
の
表
は
、
一
般
に
は
文
化
大
革
命
期
に
お
い
て
は
人
民
法

院
は
完
全
な
機
能
麻
揮
に
陥
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
人

民
法
院
は
完
全
で
は
な
い
も
の
の
、
文
化
大
革
命
中
も
な
お
か
ろ
う
じ
て

そ
の
機
能
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。

第

節

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
否
定
の
理
論
的
根
拠 出典:1956-89年までは『当代中国的審判工作

(下)~ (当代中国出版社、 1993年)216-217頁、
90年以降は『中国法律年鑑J 1991年一1995年。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
新
中
国
建
国
以
降
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
中
国
共
産

党
政
権
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
、
国
民
党
政
権
下
に
お
い
て
制
定
さ
れ

た
中
華
民
国
民
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
制
度
を
否
定
す
る
(
あ
る
い
は
抽

北法47(4・83)1049
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象
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ

i
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
の
み
を
根
拠
と
す
る
)

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
法
理
論
的
根
拠
が
存
在
し
て

こ
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

改
革
開
放
政
策
実
施
前
に
お
い
て
唯
一
公
開
発
行
さ
れ
た
民
法
教
科
書

(
包
)

で
あ
る
『
中
華
人
民
共
和
国
民
法
基
本
問
題
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
簡
単

な
説
明
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。
「
社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
人
は

社
会
で
も
っ
と
も
貴
重
な
財
貨
(
原
語
「
財
富
乙
で
あ
り
、
人
の
生
命
・

健
康
は
金
銭
を
も
っ
て
換
算
し
得
ず
、
よ
っ
て
人
身
の
侵
害
に
対
し
て
は
、

た
だ
財
産
上
の
損
失
を
惹
起
し
た
場
合
に
の
み
、
行
為
者
は
賠
償
の
責
任

を
負
う
。
財
産
上
の
損
失
を
惹
起
し
な
い
人
身
の
侵
害
に
対
し
て
は
、
そ

の
他
の
法
律
責
任
を
以
て
制
裁
を
加
え
、
(
行
為
者
は
)
民
事
責
任
を
負

(
お
)

わ
な
い
も
の
と
す
る
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
。
こ
こ
で
は
、
川
損
害
賠
償
は

財
産
上
の
損
害
を
惹
起
し
た
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
、
山
金
銭
に
換
算

し
得
な
い
損
害
に
対
し
て
は
、
加
害
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
、

同
財
産
上
の
損
失
を
と
も
な
わ
な
い
不
法
行
為
に
対
し
て
は
、
民
事
責
任

以
外
の
「
そ
の
他
の
法
律
責
任
」
、
お
そ
ら
く
は
、
主
に
刑
事
責
任
で
ま

か
な
わ
れ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
改
草
開
放
政
策
実
施
前
に
お

い
て
は
、
他
に
公
開
出
版
さ
れ
た
民
法
教
科
書
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
関
す
る
論
文
等
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
百
定

す
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
は
、
上
述
の
三
点
の
み
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
中
国
法
学
界

で
は
か
つ
て
い
か
な
る
根
拠
に
も
と
づ
い
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠

償
を
否
定
し
て
い
た
か
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

ら
の
根
拠
は
以
下
の
説
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
人
格
の
商
品
化
否
定
説

こ
の
論
点
は
、
あ
る
い
は
簡
単
に
「
社
会
主
義
法
と
相
容
れ
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
」
が
そ
の
根
拠
と
な
っ

(
お
)

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
学
説
は
財
産
以
外
の
人
の
身
体
、

生
命
、
健
康
、
名
誉
、
尊
厳
等
は
商
品
と
は
な
り
得
ず
、
人
格
は
高
尚
な

も
の
で
あ
る
か
ら
金
銭
に
は
換
算
し
得
な
い
、
と
の
認
識
に
も
と
づ
く
。

そ
こ
か
ら
人
身
あ
る
い
は
人
格
が
侵
害
を
受
け
た
際
に
、
金
銭
を
も
っ
て

賠
償
を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
人
を
商
品
と
同
等
に

扱
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
人
格
を
侮
辱
し
、
人
を
卑
し
め
た
こ
と

に
な
り
、
容
認
さ
れ
な
い
と
の
結
論
に
到
達
す
る
。
つ
ま
り
、
「
精
神
損

害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
法
律
観
念
で
あ
り
、

こ
れ
は
人
格
の
商
品
化
で
あ
っ
て
、
金
銭
万
能
主
義
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
」

(
幻
)
り
、
「
精
神
損
害
に
対
す
る
物
質
的
賠
償
は
社
会
主
義
の
基
本
原
則
に
適

合
せ
ず
、
ま
た
社
会
主
義
法
の
性
質
に
反
す
る
」
か
ら
肯
定
し
得
な
い
と

(
お
)

す
る
。
一
般
に
「
人
格
の
商
品
化
」
と
い
え
ば
得
べ
か
り
し
利
益
(
逸
失

北法47(4・84)1050



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

利
益
)
の
賠
償
が
想
起
さ
れ
る
が
、
中
国
で
は
非
財
産
的
な
も
の
(
こ
こ

で
は
肉
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛
)
を
金
銭
的
に
換
算
す
る
こ
と
を
「
人
格

の
商
品
化
」
と
と
ら
え
て
い
る
。

こ
の
観
点
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
旧
ソ
連
に
お
け
る
民
法
学
の
通
説

で
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
で
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
四
九
年
の
新
中
国

建
国
以
来
の
「
社
会
主
義
H
ソ
連
」
と
い
う
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
の

(
鈎
)

図
式
か
ら
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
五
四
年
憲
法
の
制
定

か
ら
五
六
年
の
生
産
手
段
の
社
会
主
義
的
改
造
の
達
成
ま
で
の
問
、
ヨ
ソ

(
初
)

連
に
学
ぶ
』
を
中
心
と
し
て
い
た
法
学
の
研
究
と
教
育
」
、
あ
る
い
は
「
我

(
幻
)

が
国
の
か
つ
て
の
民
法
理
論
は
ソ
連
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
た
」
と
い

う
状
況
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
今
日
に
お
い
て
も
社
会
主
義
法
制
を
強
調
す
る
論
者
は
、
な
お
も

(
犯
)

こ
の
学
説
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
論
者
は
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
も
「
人
格
は
商
品
で
は
な
い
」
と
い
う
論
点
お
よ
び
後
述
の
ド
イ

ツ
に
お
け
る
「
道
徳
違
反
説
」
を
根
拠
と
し
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金

(
お
)

銭
賠
償
を
否
定
し
て
い
る
点
を
示
し
、
否
定
論
の
補
強
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
人
格
の
商
品
化
否
定
説
」
は
、
人
格
の
商
品
化
の
否

定
を
社
会
主
義
法
制
の
根
本
原
則
と
み
な
し
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
い
る
。
今
日
で
は
、
こ
の
「
人
格
権
の
商

品
化
否
定
説
」
は
「
非
商
品
経
済
社
会
の
制
度
と
観
念
を
反
映
し
て
い
る
」

(
弘
)

と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
市
場
経
済
化
に
よ
る

商
品
経
済
社
会
の
到
来
ま
で
根
強
く
主
張
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
の
証
左

で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

②

道

徳

違

反

説

論
者
に
よ
っ
て
は
「
人
格
の
商
品
化
否
定
論
」
の
な
か
で
取
り
あ
げ
ら

(
お
)

れ
て
い
る
学
説
で
あ
る
。

こ
の
学
説
は
、
ま
ず

B
G
B
制
定
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
道
徳
論
を
展

開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
典
制
定
の
際
の
第
三
立
法
委
員
会
に

お
い
て
、
「
非
財
産
利
益
と
財
産
利
援
を
同
一
視
し
、
精
神
上
の
損
害
に

対
し
て
金
銭
賠
償
を
与
え
る
が
如
き
は
、
支
配
的
地
位
を
占
め
る
国
民
感

(
お
)

情
に
違
反
す
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
と
し
、
ま
た
か
つ
て
の
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、
高
尚
な
人
格
を
有
す
る
者
に
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
の
請
求
は
認
め
て
ら
れ
は
お
ら
ず
、
た
だ
身
分
の
卑
し
い
者
あ
る
い

(
幻
)
(
お
)

は
一
般
の
市
民
に
の
み
認
め
ら
れ
る
制
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
中
国
の
伝
統
的
な
道
徳
観
に
通
ず
る
と
い
う
。
す

な
わ
ち
、
伝
統
的
に
中
華
民
族
は
高
尚
な
情
操
を
有
し
、
高
尚
な
人
格
を

尊
重
す
る
民
族
で
あ
り
、
金
銭
を
も
っ
て
精
神
損
害
を
賠
償
す
る
な
ど
と

と
い
う
こ
と
は
、
中
華
民
族
の
風
習
お
よ
び
高
尚
な
情
操
に
も
と
り
、
中

(
お
)

国
人
の
人
格
を
低
め
る
と
い
う
。
ま
た
「
自
己
の
請
求
権
を
放
棄
し
、
人

北法47(4・85)1051

格
に
被
っ
た
損
害
を
受
忍
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
徳
の
あ
る
人
物
に
な
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る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
認
識
が
、
か
つ
て
の
中
国
に
お
い
て
存
在
し

(
M
W
)
 

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者
も
存
在
す
る
。
他
方
、
中
国
の
伝
統
的
道

徳
観
か
ら
で
は
な
く
、
「
労
働
人
民
は
社
会
主
義
国
家
の
主
人
で
あ
り
、

金
銭
賠
償
と
い
う
方
法
で
精
神
損
害
を
賠
償
す
れ
ば
、
人
格
を
低
め
る
こ

と
と
同
様
で
あ
る
」
と
の
、
い
わ
ば
「
社
会
主
義
的
道
徳
観
」
を
主
張
す

(

H

U

)

(

必
)

る
論
者
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
肯

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
金
儲
け
主
義
等
の
不
正
の
風
潮
を
助
長
す
る
と
い

(
必
)

っ
た
危
慎
が
存
在
し
て
い
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
否
定
す
る
学

説
が
「
道
徳
違
反
説
」
で
あ
る
。

③
補
償
不
能
説
(
「
無
法
補
償
説
」
)

補
償
不
能
説
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
損
害
額
の
算
定
に
注
目
し
た
「
算

定
不
能
説
」
と
、
そ
も
そ
も
精
神
損
害
を
金
銭
等
の
物
質
で
補
償
し
得
な

い
と
い
う
、
狭
義
の
「
補
償
不
能
説
」
に
分
類
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
中
国
の
学
者
自
身
の
な
か
で
は
明
確
に
は

(
付
)

な
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
算
定
不
能
説
」
お
よ
び
狭
義
の
「
補

償
不
能
説
」
い
ず
れ
の
学
説
に
お
い
て
も
、
精
神
損
害
が
存
在
す
る
と
い

う
認
識
で
は
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
前
述
の
「
人
格
の
商
品
化
否
定

説
」
お
よ
び
「
道
徳
違
反
説
」
が
精
神
損
害
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
と
大
き
く
異
な
る
。

ま
ず
、
「
算
定
不
能
説
」
は
、
精
神
損
害
を
金
銭
的
に
評
価
す
る
こ
と

は
「
技
術
上
困
難
で
あ
り
、
不
可
能
で
あ
る
」
点
を
強
調
し
、
「
精
神
損

害
と
は
一
種
の
精
神
上
お
よ
び
心
理
上
の
苦
痛
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
損

害
は
無
形
あ
る
い
は
抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
算
定
不
能
な
も
の

で
も
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
「
無
形
・
抽
象
的
な
精
神
損
害
の
賠

(
M
M
)
 

償
は
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
無
形
・
抽
象
で
あ
る
が
ゆ

え
に
算
定
の
基
準
が
な
く
、
完
全
賠
償
の
原
則
に
反
す
る
と
の
主
張
も
存

(
M
W
)
 

在
す
る
。
そ
れ
故
に
、
不
法
行
為
が
他
人
の
生
命
・
健
康
を
侵
害
し
、
そ

の
結
果
、
被
害
者
が
死
亡
す
る
あ
る
い
は
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
の
「
法

律
上
の
賠
償
と
は
、
人
身
に
障
害
を
も
た
ら
し
た
あ
る
い
は
死
亡
し
た
こ

と
に
よ
り
得
る
べ
き
代
償
で
は
な
く
、
こ
こ
に
い
う
賠
償
と
は
人
身
の
傷

害
や
障
害
、
死
亡
に
よ
り
必
然
的
に
惹
起
さ
れ
る
経
済
的
損
失
で
あ
る
」
。

よ
っ
て
、
不
法
行
為
に
よ
り
「
た
と
え
人
身
権
が
侵
害
を
受
け
た
と
し
て

も
、
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
刑
法
、
行
政
法
等

へ
幻
)

の
そ
の
他
の
方
式
を
通
じ
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
の
よ

う
に
、
「
算
定
不
能
説
」
で
は
、
賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
と
は
あ
く
ま
で

も
財
産
上
の
侵
害
に
限
ら
れ
、
「
非
財
産
損
害
」
で
あ
る
精
神
損
害
は
そ

の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
狭
義
の
賠
償
不
能
説
は
、
精
神
損
害
に
よ
り
権
利
者
の
正
常
な

生
活
に
悪
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
点
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
種
の

~t. i去47(4 ・ 86)1052



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実額1)

損
害
は
「
金
銭
を
用
い
て
も
回
復
し
正
常
な
状
態
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

(
必
)

い
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
否
定
す
る
学
説
で
あ
る
。
こ
の
学
説
は
、
損
害

賠
償
制
度
の
目
的
が
「
損
害
を
除
去
し
、
権
利
を
し
て
損
害
を
受
け
る
前

の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
身
体
上
の
苦
痛
、

近
親
者
を
失
っ
た
悲
し
み
等
は
、
金
銭
を
用
い
て
も
回
復
あ
る
い
は
消
去

(ω) 

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

以
上
で
見
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
を
否
定
す
る
学
説
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
主
張
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
補
う
よ
う
な
か

た
ち
で
主
張
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
展

開
す
る
際
に
は
、
旧
ソ
速
に
お
け
る
学
説
を
引
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大

(
叩
)

陸
法
、
英
米
法
に
お
け
る
学
説
を
も
引
用
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
中
国
(
あ
る
い
は
旧
ソ
連
)
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
を
否
定
す
る
根
拠
を
、
は
た
し
て
「
社

会
主
義
法
の
特
徴
」
に
求
め
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
、
我
々
に
投
げ
か

け
て
い
る
。

第
三
節

実
務
上
の
取
扱
い

以
上
の
よ
う
な
法
理
論
の
下
、
で
は
実
務
に
お
い
て
は
人
身
権
・
人
格

権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

新
中
国
建
国
以
降
、
何
度
か
民
法
典
制
定
の
動
き
は
存
在
し
た
が
、
前

述
の
よ
う
に
法
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
等
の
影
響
に
よ
り
、
一
九
八
六
年
に
民
事
法

の
一
般
規
定
を
含
む
民
法
通
則
が
制
定
さ
れ
た
の
み
で
、
つ
い
に
民
法
典

は
制
定
さ
れ
る
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

一
部
の
法
律
(
行
政
法
規
)
、
行
政
規
章
お
よ
び
い
く
つ
か
の
司
法
解
釈

に
お
い
て
、
人
身
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
規
定
が
散
見
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
規
定
の
中
に
は
、
本
稿
の
関
心
と
も
関
係
の
あ
り
そ
う
な
も
の

が
存
在
す
る
。
以
下
に
検
討
す
る
。

行
政
関
係
法
規

人
身
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
規
定
を
有
す
る
法
律
と
し
て

(
日
)

は
、
一
九
五
一
年
施
行
の
「
中
華
人
民
共
和
国
労
働
保
険
条
例
」
お
よ
び

そ
れ
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
行
政
規
章
で
あ
る
一
九
五
三
年
施
行
の
労
働

(
臼
)

部
「
労
働
保
険
条
例
実
施
細
則
修
正
草
案
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
「
労
働
保
険
条
例
」

「
労
働
保
険
条
例
」
で
は
、
第
一
二
条
第
甲
項
で
「
労
働
災
害
に
よ
る

診
療
費
、
薬
代
、
入
院
費
、
入
院
時
の
食
費
、
交
通
費
は
企
業
の
行
政
方

(
日
)
面
あ
る
い
は
出
資
方
が
全
額
負
担
す
る
」
と
規
定
し
、
ま
た
同
条
第
乙
項

で
「
従
業
員
が
労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
障
害
者
と
な
る
こ
と
が
確
実

北法47(4・87)1053 
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と
な
っ
た
場
合
に
は
、
以
下
の
状
況
に
し
た
が
い
、
労
働
保
険
基
金
か
ら

毎
月
労
働
災
害
障
害
『
撫
岨
費
』
あ
る
い
は
労
働
災
害
障
害
補
助
金
を
支

払
う
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
「
労
働
災
害
障
害
『
撫
悩
費
』
」
あ
る
い
は
「
労

働
災
害
障
害
補
助
金
」
の
給
付
基
準
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
労
働
能
力
を

喪
失
し
て
退
職
し
、
生
活
上
介
護
人
の
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
本

人
の
給
与
の
七
五
%
(
同
条
同
項
第
一
号
)
、
完
全
に
労
働
能
力
を
喪
失

し
て
退
職
し
た
が
、
生
活
上
介
護
人
の
介
護
を
必
要
と
し
な
い
場
合
に
は
、

本
人
の
給
与
の
六
O
%
(
同
条
同
項
第
二
号
)
、
労
働
能
力
を
部
分
的
に

喪
失
し
た
場
合
は
、
労
働
能
力
に
見
合
っ
た
部
署
へ
の
配
置
替
え
を
行
い
、

し
か
る
後
に
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
本
人
の
給
与
の
一
二
O
%
(
同
条
同
項

第
三
号
)
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
災
害
に
よ
り
障
害
者

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
「
撫
愉
費
」
あ
る
い
は
「
補
助
金
」
と
い
う
名
目

で
一
定
額
の
金
銭
が
労
働
保
険
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
第
一
四
条
第
甲
項
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
従

業
員
が
労
働
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
当
該
企
業
の
行
政
方
面

あ
る
い
は
出
資
方
に
よ
り
葬
儀
費
を
支
給
し
、
そ
の
金
額
は
当
該
企
業
の

全
労
働
者
お
よ
び
職
員
の
平
均
給
与
の
三
カ
月
分
と
す
る
。
ま
た
そ
れ
と

は
別
に
労
働
保
険
基
金
か
ら
、
そ
の
扶
養
す
る
直
系
親
族
の
人
数
に
応
じ

て
、
毎
月
被
扶
養
直
系
親
族
に
『
撫
岨
費
』
を
支
給
し
、
そ
の
金
額
は
死

者
本
人
の
給
与
の
二
五
な
い
し
五
O
%
と
し
、
被
扶
養
者
が
被
扶
養
条
件

を
失
う
ま
で
と
す
る
。
詳
し
い
方
法
は
実
施
細
則
に
こ
れ
を
規
定
す
る
」
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
労
働
保
険
基
金

か
ら
そ
の
家
族
に
対
し
て
一
定
額
の
「
撫
悩
費
」
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

②
「
労
働
保
険
実
施
細
則
修
正
草
案
」

「
労
働
保
険
条
例
」
の
各
条
項
の
具
体
的
規
定
で
あ
る
「
労
働
保
険
条

例
実
施
細
則
修
正
草
案
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
す
る
。
ま
ず

第
二
ニ
条
で
は
、
「
労
働
災
害
に
よ
り
障
害
が
残
り
部
分
的
に
労
働
能
力

を
喪
失
し
た
も
の
の
な
お
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
従
業
員
が
、
労
働
保

険
条
例
第
二
一
条
第
乙
項
第
三
号
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
受
け
取
る
べ
き

労
災
障
害
補
助
費
は
、
そ
の
障
害
後
の
給
与
の
減
少
分
に
も
と
づ
い
て
支

払
わ
れ
る
。
給
与
の
減
少
が
一
一
な
い
し
二
O
%
の
場
合
は
、
そ
の
労
災

障
害
補
助
費
は
障
害
を
負
う
前
の
本
人
の
給
与
の
一
O
%
と
す
る
。
給
与

の
減
少
が
二
一
・
な
い
し
三
O
%
の
場
合
は
、
障
害
を
負
う
前
の
本
人
の
給

与
の
二
O
%
と
す
る
。
給
与
の
減
少
が
三
O
%
以
上
の
場
合
は
、
一
律
障

害
前
の
本
人
の
給
与
の
三
O
%
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
第
二

二
条
で
は
、
「
従
業
員
が
労
働
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
あ
る
い
は
労

働
災
害
に
よ
り
障
害
者
と
な
っ
て
退
職
し
た
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、

労
働
保
険
条
例
第
一
四
条
第
甲
項
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
企
業
の
行
政
方

北法47(4・88)1054 
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面
あ
る
い
は
出
資
方
に
よ
り
、
当
該
企
業
の
平
均
給
与
の
三
カ
月
分
を
葬

儀
費
と
し
て
支
払
い
、
あ
わ
せ
て
以
下
の
規
定
に
し
た
が
い
、
労
働
保
険

基
金
か
ら
毎
月
扶
養
し
て
い
た
直
系
親
族
に
「
撫
岨
費
』
を
支
払
う
。
そ

の
扶
養
し
て
い
た
直
系
親
族
が
一
人
の
場
合
に
は
、
死
者
本
人
の
給
与
の

二
五
%
と
す
る
。
二
人
の
場
合
に
は
、
死
者
本
人
の
給
与
の
四
O
%
と
す

る
。
一
一
一
人
あ
る
い
は
三
一
人
以
上
の
場
合
に
は
、
死
者
本
人
の
給
与
の
五
O
%

と
す
る
。
本
項
の
『
撫
愉
費
』
は
被
扶
養
者
が
被
扶
養
の
条
件
を
喪
失
す

る
ま
で
支
払
わ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(
弘
)

こ
の
よ
う
に
、
「
単
位
」
に
所
属
す
る
従
業
員
が
労
働
災
害
事
故
に
よ

っ
て
障
害
者
と
な
り
、
あ
る
い
は
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
労
働
保
険
基
金

か
ら
一
定
額
の
「
補
助
費
」
も
し
く
は
「
撫
岨
費
」
が
支
払
わ
れ
て
い
た

(
日
)

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
金
銭
給
付
は
定
期
金
給
付
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
被
害
者
も
し
く
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
生
活
保

障
的
色
彩
が
非
常
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
金
銭
給
付

は
い
ず
れ
も
「
直
接
損
害
」
あ
る
い
は
「
財
産
損
害
」
で
は
な
い
も
の
に

対
す
る
金
銭
給
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
的

(
日
)

側
面
を
も
有
す
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、

今
日
の
中
国
の
学
者
の
中
に
は
、
本
法
お
よ
ぴ
本
弁
法
に
い
う
「
撫
抽
出
費
」

(
幻
)

を
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
と
と
ら
え
る
者
も
存
在
す
る
。

二

司

法

解

釈

次
に
司
法
解
釈
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
司
法
解
釈
と
は
、
中
国
の
「
最

(
同
)

高
司
法
機
関
が
法
律
上
与
え
ら
れ
た
職
権
に
も
と
づ
い
て
、
法
律
を
実
施

す
る
過
程
に
お
い
て
、
と
の
よ
う
に
し
て
具
体
的
に
法
律
を
適
用
す
る
か

と
い
う
問
題
に
対
し
て
作
り
出
す
普
通
的
な
司
法
上
の
効
力
を
有
す
る
解

(
印
)

釈
」
で
あ
る
。
司
法
解
釈
に
は
「
意
見
」
、
「
批
復
」
、
「
復
函
」
、
「
答
復
」
、

「
解
答
L

、
「
函
」
等
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
法
整
備

が
充
分
で
は
な
か
っ
た
新
中
国
建
国
当
初
よ
り
今
日
ま
で
、
「
き
わ
め
て

粗
い
法
の
隙
聞
を
う
め
て
、
実
際
の
紛
争
解
決
の
根
拠
と
な
っ
て
き
た
」

(
印
)

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
司
法
解
釈
は
「
意
見
」
と
「
批
復
」
以
下
の
司

法
解
釈
と
に
大
き
く
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
「
比
較

的
ひ
ろ
い
範
囲
の
法
領
域
に
お
け
る
具
体
的
規
範
を
よ
り
一
般
的
に
定
立

す
る
も
の
で
、
全
国
の
法
院
は
お
も
に
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
事
件
を
処
理

し
て
」
お
り
、
他
の
司
法
解
釈
に
比
し
て
「
抽
象
性
が
高
く
、
包
括
的
・

(
引
)

網
羅
的
で
、
法
院
に
よ
る
立
法
に
い
っ
そ
う
近
」
く
、
実
質
的
な
民
法
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
種
の
司
法
解
釈
を
し
て
「
規
範
性
司
法
解
釈
」

(

門

出

)

と
称
す
る
中
国
の
学
者
も
存
在
す
る
(
本
稿
も
以
下
「
規
範
性
司
法
解
釈
」

と
す
る
)

0

他
方
、
後
者
は
「
地
方
の
下
級
人
民
法
院
が
具
体
的
な
案
件

を
処
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
遭
遇
し
た
法
的
疑
義
に
つ
き
、
最
高
人
民
法
院

や
関
係
す
る
行
政
機
関
へ
発
し
た
問
い
合
わ
せ
に
た
い
し
て
、
問
い
合
わ
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せ
を
受
け
た
機
関
が
処
理
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
指
示
し
た
文
書
」
で
あ

(
臼
)
る
。
こ
れ
は
名
宛
人
た
る
当
該
下
級
人
民
法
院
が
そ
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
事
件
を
処
理
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
法
院
に
対
し
て
も
、
「
同
種

の
事
件
を
処
理
す
る
さ
い
に
、
普
通
的
に
拘
束
力
を
も
つ
も
の
が
ほ
と
ん

(
倒
)

ど
で
あ
」
り
、
そ
の
文
面
上
に
「
同
種
の
事
件
処
理
の
際
に
参
照
さ
れ
た

し
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
同
様
に
、
こ
の
種
の
司
法
解
釈
を

(
釘
)

し
て
「
批
復
性
司
法
解
釈
」
と
称
す
る
(
以
下
「
批
復
性
司
法
解
釈
」
と

す
る
)
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
司
法
解
釈
の
う
ち
、
「
規
範
性
司
法

解
釈
」
は
一
九
六
三
年
八
月
二
八
日
の
最
高
人
民
法
院
「
民
事
政
策
の
執

行
を
貫
徹
す
る
い
く
つ
か
の
間
題
に
関
す
る
意
見
(
修
正
稿
)
」
(
「
関
於

(
白
山
)

貫
徹
執
行
民
事
政
策
幾
個
問
題
的
意
見
(
修
正
稿
)
」
)
が
唯
一
存
在
す
る

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
意
見
」
に
お
い
て
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠

償
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。

他
方
、
「
批
復
性
司
法
解
釈
」
で
は
、
以
下
に
あ
げ
る
交
通
事
故
に
関

す
る
司
法
解
釈
に
お
い
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
関
係
す
る

と
恩
わ
れ
る
規
定
が
散
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
司
法
解
釈
に
お

い
て
は
、
人
身
損
害
事
件
の
処
理
に
お
い
て
「
撫
値
費
」
あ
る
い
は
「
補

助
費
」
と
い
う
名
目
の
金
銭
給
付
を
認
め
る
規
定
が
存
在
す
る
。

①
一
九
六
二
年
二
一
月
二
四
日
の
最
高
人
民
法
院
「
従
業
員
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
の
『
撫
愉
』
に
関
す
る
問
題
の
復
函
」
(
「
関
於
職
工
図
交

(
幻
)

通
事
故
死
亡
撫
岨
問
題
的
復
函
」
)

こ
の
辺
仮
函
」
は
全
国
総
工
会
生
活
弁
公
室
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の

で
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。
「
従
業
員
が
交
通
事
故
で
死
亡
し

た
後
に
、
(
被
害
者
が
)
所
属
し
て
い
た
『
単
位
』
お
よ
び
事
故
を
起
こ

し
た
『
単
位
』
が
ど
の
よ
う
に
し
て
『
撫
他
』
す
る
か
に
関
し
て
、
我
々

の
意
見
は
、
所
属
す
る
『
単
位
』
が
労
働
保
険
条
例
の
規
定
に
照
ら
し
て

支
払
っ
た
『
撫
岨
』
を
除
き
、
一
般
的
に
は
な
お
も
具
体
的
な
状
況
に
し

た
が
っ
て
事
故
を
起
こ
し
た
『
単
位
』
に
よ
っ
て
(
所
属
『
単
位
』
の
『
撫

岨
』
と
は
)
別
に
一
定
額
の
補
助
費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
」

(
括
弧
は
引
用
者
)
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
復
函
」
で
は
、
被
害
者
の

家
族
に
対
し
て
被
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」
が
労
働
保
険
条
例
上
の
「
撫

値
費
」
を
給
付
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
加
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」

も
ま
た
「
補
助
費
」
の
名
目
で
一
定
額
の
金
銭
を
給
付
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
交
通
事
故
の
「
撫
値
」
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
は
、

一
九
六
二
年
二
一
月
二
七
日
に
公
安
部
弁
公
庁
か
ら
「
従
業
員
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
の
『
撫
悩
』
の
問
題
に
関
す
る
全
国
総
工
会
生
活
弁
公
室

に
対
す
る
復
函
」
(
「
関
於
職
工
因
交
通
事
故
死
亡
撫
岨
問
題
復
全
総
生
活

(
同
叩
)

弁
公
室
函
」
)
と
の
行
政
解
釈
が
、
全
国
総
工
会
生
活
弁
公
室
に
対
し
て

北法47(4・90)1056
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出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
ら
れ
る
。
「
従
業
員

が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
の
『
撫
岨
』
の
問
題
に
関
し
て
、
各

地
で
の
こ
の
種
の
問
題
の
処
理
を
調
査
し
た
結
果
、
大
部
分
は
事
故
を
起

こ
し
た
者
の
所
属
す
る
「
単
位
』
が
死
者
の
家
族
に
一
定
の
補
償
費
を
支

払
っ
て
い
る
。
前
者
は
事
故
を
起
こ
し
た
者
の
負
う
責
任
の
大
小
に
も
と

づ
き
、
家
族
に
生
活
上
の
一
種
の
補
償
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は

国
家
の
規
定
に
し
た
が
い
、
職
員
お
よ
び
労
働
者
が
享
受
す
べ
き
労
働
保

険
上
の
待
遇
で
あ
る
。
我
々
は
次
の
よ
う
に
-
認
識
す
る
。
従
業
員
が
交
通

事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
従
業
員
が
所
属
す
る
『
単
位
』
が
労

働
保
険
条
例
に
し
た
が
っ
て
『
撫
岨
』
を
す
る
ほ
か
、
事
故
を
起
こ
し
た

者
は
一
般
に
す
べ
て
一
定
の
事
故
責
任
を
負
う
こ
と
か
ら
、
事
故
を
起
こ

し
た
者
の
所
属
す
る
『
単
位
』
は
負
う
責
任
の
大
小
お
よ
び
死
者
の
家
族

の
生
活
上
の
実
際
の
困
難
に
も
と
づ
き
、
二
疋
額
の
補
償
費
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
助
の
大
小
は
関
係
す
る
方
面
と
協
議
(
し
て
決
定
)

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
人
民
法
院
に
よ
る
判
決
(
で
決
定
す
る
こ
と
)
も
ま

た
可
能
で
あ
る
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
。
こ
の
「
復
函
」
で
は
、
加
害
者
の

所
属
す
る
「
単
位
」
が
死
亡
し
た
被
害
者
の
家
族
に
対
し
て
二
疋
額
の
金

銭
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
が
各
地
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
、

お
よ
び
そ
の
金
額
は
加
害
者
の
責
任
の
大
小
に
も
と
ε

つ
い
て
決
定
さ
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

②
一
九
六
三
年
四
月
二
八
日
の
最
高
人
民
法
院
「
交
通
事
故
の
『
撫
愉
』

に
関
す
る
批
復
」
(
「
関
於
交
通
肇
事
撫
憧
問
題
的
批
島

こ
の
「
批
復
」
で
は
、
加
害
者
は
「
被
害
者
の
労
働
能
力
の
有
無
に
関

係
な
く
、
事
情
を
軒
酌
し
て
す
べ
て
(
の
場
合
に
)
い
く
ら
か
の
『
撫
悩
』

を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
近
年
来
の
実
践
経
験
が
一
証
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の

よ
う
な
主
張
は
死
者
の
家
族
を
慰
め
る
(
原
語
『
安
撫
』
)
う
え
で
プ
ラ

ス
で
あ
る
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
と
の
黒
竜
江
省
高
級
人
民
法
院
の
意
見

に
賛
成
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
批
復
」
で
は
、
加
害
者
か
ら

被
害
者
の
家
族
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
金
銭
を
「
撫
値
」
と
表
記
し
、
そ

れ
が
被
害
者
の
家
族
に
対
す
る
「
安
撫
」
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
が

実
務
上
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
給
付
が
否
定
さ

れ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

③
一
九
六
五
年
五
月
二
六
日
の
最
高
人
民
法
院
弁
公
庁
・
公
安
部
弁
公

庁
「
交
通
事
故
の
補
償
お
よ
び
『
撫
値
』
の
問
題
に
関
す
る
書
簡
」
(
「
関

(
初
)

於
交
通
肇
事
的
補
償
和
撫
悩
問
題
的
函
」
)

こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
従
業
員
が
交
通
事
故
に

よ
り
死
亡
し
た
場
合
の
家
族
の
生
活
補
助
の
問
題
に
関
し
て
、
我
々
は
次

の
よ
う
に
考
え
る
。
従
業
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
と
労
働

災
害
あ
る
い
は
病
気
に
よ
る
死
亡
と
は
同
じ
で
は
な
く
、
事
故
を
起
こ
し

北法47(4・91)1057
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(
者
の
所
属
す
る
)
『
単
位
』
が
支
払
う
死
者
の
家
族
へ
の
経
済
上
の

補
償
は
、
死
者
に
対
す
る
責
任
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
(
死
者
の

家
族
へ
の
)
精
神
上
の
慰
め
(
原
語
『
精
神
上
安
慰
』
)
で
も
あ
る
。
よ

っ
て
、
事
故
を
起
こ
し
た
(
者
の
所
属
す
る
)
『
単
位
』
が
事
故
を
起
こ

し
た
者
の
責
任
の
大
小
に
も
と
づ
い
て
一
定
の
補
償
費
を
支
払
う
ほ
か
、

(
死
者
が
)
所
属
す
る
『
単
位
』
も
ま
た
労
働
保
険
条
例
の
規
定
に
し
た

が
い
『
撫
他
費
』
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
。

こ
の
よ
う
に
、
「
補
償
費
」
お
よ
び
「
撫
岨
費
」
を
「
生
活
補
助
の
問
題
」

と
冒
頭
で
明
言
し
つ
つ
も
、
と
り
わ
け
加
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」
の

支
払
う
金
銭
を
「
(
死
者
の
家
族
へ
の
)
精
神
上
の
慰
め
」
で
あ
る
と
明

言
し
て
お
り
、
実
務
上
で
は
そ
の
性
質
を
「
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠

償
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
に
関
す
る
司
法
解
釈
等
か
ら
、
「
撫
岨
」
、
「
撫
岨
費
」

お
よ
び
「
補
償
」
、
「
補
償
費
」
と
は
、
交
通
事
故
の
被
害
者
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
金
銭
給
付
で
あ
り
、
そ
の
性
質
は
「
精
神
上
の
慰
め
」
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
「
補
償
」
お
よ
び
「
補
償
費
」
は
交
通

事
故
の
加
害
者
が
、
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
な
す
「
精
神
上

の
慰
め
」
と
し
て
の
金
銭
給
付
で
あ
り
、
そ
の
性
質
は
精
神
損
害
に
対
す

る
金
銭
賠
償
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
以
上
で
見
た
法
律
、
行
政
規
章
お
よ
び
司
法
解
釈
に
も
と
づ

た

く
実
際
の
具
体
的
な
解
決
例
(
裁
判
例
)
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
お
よ
ぶ

(
九
)

範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

以
上
か
ら
判
明
す
る
、
こ
の
時
期
の
労
働
災
害
事
故
お
よ
び
交
通
事
故

の
、
人
身
損
害
に
お
け
る
金
銭
給
付
の
法
規
定
お
よ
び
実
務
上
の
特
徴
を

要
約
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

川
被
害
者
本
人
の
医
薬
費
、
入
院
費
、
生
活
費
等
お
よ
び
そ
の
家
族

の
生
活
費
等
は
、
被
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」
が
負
担
す
る
(
行
政
関

係
法
規
①
・
②
)

0

凶
「
撫
悩
費
」
あ
る
い
は
「
補
助
費
」
と
い
う
名
目
の
、
講
学
上
は

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
物
質
的
損
害
以
外
の
損
害
に
対
す
る
金
銭
給
付

が
な
さ
れ
て
い
た
(
行
政
関
係
法
規
①
、
司
法
解
釈
①
・
②
・
①
)
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
「
撫
岨
費
」
あ
る
い
は
「
補
助
費
」
の
性
質
は
、
事
実
上

「
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
(
司
法

解
釈
③
・
④
)
。

同
二
は
、
労
働
災
害
に
よ
る
障
害
・
死
亡
の
場
合
は
所
属
す
る
「
単

位
」
が
給
付
し
(
行
政
関
係
法
規
①
て
ま
た
交
通
事
故
の
場
合
は
、
被

害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」
が
労
働
災
害
に
準
じ
た
金
銭
を
給
付
し
た
上

で
、
さ
ら
に
加
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」
も
ま
た
一
定
額
を
給
付
す
る

(
司
法
解
釈
①
・
③
)

0

ま
た
、
交
通
事
故
に
よ
る
「
撫
岨
費
」
あ
る
い

は
「
補
助
費
」
は
、
加
害
者
本
人
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
加
害
者
が

北法47(4・92)1058 



(η) 

所
属
す
る
「
単
位
」
が
負
担
す
る
(
司
法
解
釈
①
・
②
・
③
)
。

第
四
節

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
否
定
の
社
会
的
背
景

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務1)

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
を
否
定
す
る
理
論
の
背
景
に
は
、

中
国
社
会
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
単
位
社
会
」
に
よ
る

(
九
)

社
会
保
障
制
度
が
存
在
す
る
。

「
単
位
」
と
は
、
本
来
は
工
場
・
商
庖
・
学
校
・
研
究
所
・
各
種
行
政

機
関
な
ど
の
生
産
活
動
の
所
属
機
関
を
意
味
す
る
。
今
日
で
も
「
ど
ち
ら

の
『
単
位
』
に
お
勤
め
で
す
か
」
(
「
体
在
明
個
単
位
工
作
?
」
あ
る
い
は

「
体
是
珊
個
単
位
的
?
」
)
と
い
う
尋
一
ね
方
を
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
「
単
位
」
と
は
日
本
語
の
「
職
場
」
あ
る
い
は
「
勤
務
先
」
に

相
当
す
る
。
し
か
し
、
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
「
単
位
」
は
そ
こ
に
働

く
従
業
員
の
給
与
、
賞
与
を
支
給
す
る
の
み
な
ら
ず
、
住
居
、
病
院
・
診

療
所
等
の
医
療
、
商
店
・
百
貨
庖
・
食
堂
・
理
髪
庖
・
劇
場
等
の
福
利
厚

生
、
年
金
等
の
社
会
保
障
、
子
弟
の
幼
稚
園
・
小
中
高
校
生
寸
の
教
育
、
子

弟
の
就
職
斡
旋
な
ど
の
サ
!
ヴ
ィ
ス
を
従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し

て
提
供
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
各
種
サ
l
ヴ
ィ
ス
の

提
供
に
く
わ
え
、
「
暗
補
」
と
い
わ
れ
る
様
々
な
現
物
支
給
が
な
さ
れ
て

(
九
)

い
る
。
さ
ら
に
「
油
票
」
(
食
用
油
配
給
チ
ケ
y
ト
)
・
「
糧
票
」
(
食
糧
配

給
チ
ケ
ッ
ト
。
穀
物
加
工
品
を
購
入
す
る
際
に
も
必
要
と
さ
れ
た
)
・
「
布

票
」
(
木
綿
布
、
衣
料
配
給
チ
ケ
ッ
ト
)
・
「
購
貨
票
」
(
生
活
物
資
配
給
チ

ケ
y

ト
)
等
の
「
票
証
」
(
配
給
チ
ケ
y

ト
)
が
「
単
位
」
に
よ
っ
て
従

業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
支
給
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
「
票
証
」
な
く

し
て
は
何
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
済
シ
ス
テ
ム
が
作
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
一
人
の
人
間
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
は

そ
の
者
の
働
く
『
単
位
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
き

(
九
)
る。
こ
の
よ
う
に
、
「
単
位
」
は
そ
こ
に
所
属
す
る
人
々
と
家
族
の
衣
食
住
・

文
化
・
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
便
宜
を
図
る
と
い
っ
た
「
丸
が
か
え
」

的
な
特
別
の
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
「
単
位
」
が
社
会
の

基
本
的
な
組
織
・
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
結
果
、
「
職
場
」
、
「
勤
務
先
」
と

い
っ
た
「
単
位
」
本
来
の
意
味
以
上
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
単
位
」
と
は
単
な
る
「
職
場
」
・
「
勤
務
先
」

で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
て
、
従
業
員
お
よ
び
そ

の
家
族
の
「
生
老
病
死
は
す
べ
て
『
単
位
』
の
世
話
に
依
存
し
て
い
る
」

(
何
)

と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
単
位
」
と
は
、
そ
こ
に
所
属
す
る
者
の
ま
さ

に
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
、
否
「
生
前
か
ら
死
後
ま
で
」
を
完
全

に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、
そ
れ
だ
け
で
完
結
し
た
ひ
と
つ
の
社
会
保
障
制
度
を

(
打
)
(
花
)

形
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

北法47(4・93)1059 



研究ノート

こ
の
よ
う
な
「
単
位
社
会
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
請
求
す
る
と
い
う
発
想
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
息
わ
れ
る
。

川
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
今
後
の
生
活
に
不
安
が
存
在
し
な
い

こ
と
か
ら
、
物
質
的
損
害
・
精
神
損
害
を
間
わ
ず
、
お
よ
そ
「
金
銭
賠
償
」

(
乃
)

の
請
求
そ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

同
精
神
損
害
な
い
し
慰
謝
料
の
本
質
論
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
今
後
の
生
活
に
不
安
が
存
在
し
な
い
こ
と
か

(

初

)

(

別

)

ら
、
「
生
活
上
の
慰
安
」
、
将
来
の
生
活
不
安
あ
る
い
は
「
た
ち
な
お
り
」

を
目
的
と
す
る
金
銭
賠
償
の
必
要
性
が
存
在
し
な
い
。

同
「
単
位
」
が
全
面
的
に
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
今
後
の
生
活

に
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
も
そ
も
加
害
者
が
被
害
者
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
し
て
金
銭
賠
償
を
給
付
す
る
、
あ
る
い
は
被
害
者
が
加
害
者
に

対
し
て
何
ら
か
の
賠
償
を
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
加
害
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
賠
償
を
要
求
す
る
場
合
で
も
、

前
節
で
の
司
法
解
釈
の
検
討
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
加
害
者
個
人
に
対

し
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
加
害
者
の
所
属
す
る
「
単
位
」

に
対
し
て
な
さ
れ
る
。

同
「
票
証
」
に
よ
る
配
給
シ
ス
テ
ム
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
つ

て
の
中
国
「
単
位
社
会
」
は
あ
ら
ゆ
る
物
が
貨
幣
化
さ
れ
て
い
な
い
経
済

社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
、

指
害
を
金
銭
で
評
価
す
る
こ
と
が
実
際
上
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
能
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
に
お
い
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
否
定
す

る
根
底
に
「
単
位
社
会
」
に
よ
る
代
替
的
機
能
が
存
在
し
た
の
と
同
様
に
、

旧
ソ
連
に
お
い
て
は
「
単
位
社
会
」
に
代
わ
っ
て
「
社
会
保
険
制
度
」
に

よ
る
代
替
的
機
能
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
節
で
詳
述
す
る
よ

う
に
、
旧
ソ
連
に
お
い
て
も
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
は
否
定

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
社
会
保
険
制
度
に
よ
っ
て
「
基
本
的

な
生
活
は
完
全
に
保
障
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
上
、
新
た
に
不
法
行
為

訴
訟
に
よ
っ
て
賠
償
を
与
え
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
思
想
が
流
れ
て
い

(
位
)
る
。
こ
こ
で
「
社
会
保
険
制
度
」
を
「
単
位
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
ま
さ

に
中
国
に
お
い
て
損
害
賠
償
制
度
が
未
発
達
の
ま
ま
で
あ
っ
た
原
因
に
直

結
す
る
。
す
な
わ
ち
、
完
全
な
る
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
「
単
位
社
会
」

が
存
在
し
、
「
単
位
」
に
よ
っ
て
基
本
的
な
生
活
|
|
人
身
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
そ
の
後
の
生
活
|
|
は
完
全

に
保
障
さ
れ
る
以
上
、
損
害
は
発
生
し
得
な
い
し
、
ま
た
残
さ
れ
た
家
族

が
生
活
に
困
窮
す
る
と
い
う
事
態
も
発
生
し
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
被
害

者
が
加
害
者
に
対
し
訴
訟
に
よ
っ
て
損
害
の
賠
償
を
要
求
す
る
必
要
は
な

い
、
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
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に
お
い
て
は
、
前
節
で
見
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
否
定
す
る

理
論
的
根
拠
は
非
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
社
会

状
況
、
す
な
わ
ち
財
産
損
害
の
請
求
自
体
が
な
さ
れ
に
く
い
状
況
に
お
い

て
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
出
て
く
る
余
地
は
な
い
状
況
に

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

第
五
節

と
の
対
比

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
お
よ
び
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
法
制
度

本
節
で
は
、
中
国
と
国
家
体
制
を
同
じ
く
し
て
い
た
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

お
よ
び
そ
の
他
の
旧
社
会
主
義
諸
国
の
う
ち
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
に
お

け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
法
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
、
精
神
損

害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
中
国
の
多
く
の
論
者

が
い
う
よ
う
に
、
は
た
し
て
「
社
会
主
義
固
有
の
制
度
」
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

七

0
年
代
ま
で
、
中
国
法
学
界
が
全
面
的
に
そ
の
拠
り
所
と
し
て
い
た

旧
ソ
ビ
エ
ト
民
法
で
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
が
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
旧
ソ
連
に
お

い
て
も
「
二

0
年
代
以
来
一
貫
し
て
そ
の
賠
償
の
可
能
性
を
否
定
し
て
き

(
邸
)
た」。
一
九
六
四
年
の
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
民
法
第
四
四
四
条
は
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
た
。
「
市
民
の
人
身
ま
た
は
財
産
に
つ
き
惹
起
せ
し
め
ら
れ

た
損
害
、
な
ら
び
に
機
関
に
た
い
し
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
損
害
は
、
加

害
者
に
よ
り
完
全
な
範
囲
に
お
い
て
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加

害
者
は
、
損
害
が
自
己
の
過
責
官
民
間
宮
]
に
よ
ら
ず
し
て
惹
起
し
た
こ

と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
賠
償
を
免
除
さ
れ
る
。
適
法
な
行
為
に

よ
り
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
損
害
は
、
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
場
合
に
か

(
例
)

ぎ
り
賠
償
せ
し
め
ら
れ
る
」
。
ま
た
賠
償
範
囲
、
性
質
、
算
定
額
に
つ
い

て
は
、
第
四
五
七
条
で
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
「
裁
判
所
、
仲
裁
機
関
ま

た
は
第
三
者
仲
裁
裁
判
所
は
、
損
害
の
賠
償
を
命
ず
る
際
に
、
事
件
の
状

況
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
現
物
に
よ
る
賠
償
(
同
種
・
同
質
の
物
の
提
供
、

段
損
さ
れ
た
物
の
修
理
そ
の
他
)
、
ま
た
は
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
損
害
(
第

一
一
一
九
条
)
の
完
全
な
賠
償
を
、
損
害
に
対
し
て
責
を
負
う
べ
き
者
に
賦

(
お
)

課
す
る
」
(
括
弧
は
原
文
)
。

こ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
旧
ソ
連
に
お
け
る
通
説
的
解
釈

に
し
た
が
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
損
害
の
概
念
に
つ
い
て
、
損
害

は
財
産
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
人
身
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の

と
の
二
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
損
害
と
は
「
必
ず
金
銭
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に
換
算
し
う
る
損
害
、
つ
ま
り
財
産
損
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考

(
山
田
)

え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
こ
こ
か
ら
帰
結
さ
れ
る
(
あ
る
い
は
ま
た
、

こ
の
命
題
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
)
暗
黙
の
共
通
了
解
は
|
|
精
神
的

損
害
と
い
う
も
の
は
本
来
金
銭
に
換
算
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
精

神
損
害
そ
れ
自
体
の
賠
償
は
あ
り
得
な
い
」
(
括
弧
お
よ
び
傍
点
は
原
文
)

(
肘
引
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
一
定
の
社
会
価
値
は
持
つ
も
の
の
経

済
的
価
値
は
有
せ
ず
、
従
っ
て
金
銭
的
等
価
額
に
お
い
て
客
観
的
に
表
現

さ
れ
え
な
い
権
利
・
利
益
の
損
害
(
た
と
え
ば
、
名
声
を
損
ず
る
こ
と
、

労
働
能
力
の
減
少
を
も
た
ら
さ
な
い
程
度
の
身
体
侵
害
)
」
(
括
弧
は
原
文
)

を
も
損
害
の
概
念
に
含
め
る
こ
と
は
根
拠
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、

(
飽
)

こ
れ
ら
の
侵
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
つ
い
て
も
否
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
二
二
年
民
法
典
(
第
四

O
三
条
)
以
来
の
伝
統
的

(
的
)

解
釈
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
二
二
年
民
法
典
下
に
お
け
る
否
定
論
と
し
て

(
卯
)

は
、
二

0
年
代
後
半
に
出
版
さ
れ
た
コ
ン
メ
ン
タ

l
ル
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
否
定
論
の
根
拠
と
し
て
以
下
の
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
ソ

ビ
エ
ト
民
法
典
は
社
会
諸
関
係
の
総
体
の
規
制
で
は
な
く
、
私
的
・
財
産

的
諸
関
係
の
規
制
を
使
命
と
し
て
い
る
こ
と
。
②
人
の
尊
厳
、
名
声
そ
の

他
の
社
会
的
価
値
は
、
ソ
ビ
エ
ト
的
法
秩
序
に
お
い
て
「
市
場
価
格
を
も

っ
経
済
財
」
と
は
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
。
③
社
会
的
危
険
性
を
も
っ
侵
害

か
ら
こ
れ
ら
の
も
の
を
防
御
す
る
任
務
は
「
刑
事
裁
判
お
よ
び
刑
法
」
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
コ
ン
メ
ン
タ

i
ル
で
は
、
結
論
的
に
、
精

神
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
請
求
は
「
ソ
ビ
エ
ト
の
判
例
に
お
い
て
決
定
的

(
引
)

に
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
精
神
損
害
に
対
す

る
金
銭
賠
償
制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
「
加
害
者
に
対
す
る
威
嚇
的
効
果
、

予
防
的
効
果
は
確
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
有
害
な
社
会
的
副
次
的

効
果
が
も
た
ら
せ
ら
れ
る
危
険
性
」
、
す
な
わ
ち
「
万
事
を
金
で
解
決
し

よ
う
と
す
る
も
の
の
考
え
方
の
強
化
な
い
し
復
活
、
乱
訴
の
危
険
な
ど
」

(
幻
)

が
存
在
す
る
と
の
、
他
の
論
者
に
よ
る
指
摘
も
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、

五

0
年
代
前
半
の
著
作
で
は
、
「
非
物
質
的
法
益
(
人
身
)
に
対
す
る
損

害
は
、
財
産
的
損
害
を
伴
わ
な
い
か
ぎ
り
金
銭
的
賠
償
に
服
し
な
い
」
と

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
非
財
産
的
損
害
に
対
し
て
財
産
的
賠
償
を
行
う

こ
と
は
、
生
命
、
健
康
、
名
誉
、
人
の
創
造
的
達
成
と
い
っ
た
法
益
を
金

銭
に
換
算
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
社
会

の
基
本
的
な
も
の
の
見
方
と
相
容
れ
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た

同
室
田
で
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
法
に
お
け
る
損
害
概
念
に
つ
い
て
独
立
の
一

章
を
設
」
け
、
そ
こ
で
特
に
非
財
産
的
損
害
の
金
銭
的
賠
償
の
制
度
を
批

(
m
m
)
 

判
の
的
と
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
体
制
が
樹
立
さ
れ
た

直
後
か
ら
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
否
定
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
学
説
に
お
い
て
は
、
少
数
説
で
は
あ
っ
た
が
、
精
神
損
害
に
対

北法47(4・96)1062



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

す
る
金
銭
賠
償
の
肯
定
論
が
、
は
や
く
も
二

0
年
代
前
半
か
ら
有
力
に
主

(
似
)

張
さ
れ
て
い
た
。
肯
定
論
の
根
拠
と
し
て
は
以
下
の
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
①
一
般
に
否
定
論
の
根
拠
と
し
て
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
」
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
に
お
い
て
、
格
段
精
神
的
損
害
の

賠
償
の
問
題
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
「
資
本
論
」

の
引
用
は
不
当
で
あ
る
。
②
社
会
主
義
諸
国
(
ソ
連
を
含
む
)
の
伝
統
的

法
制
度
に
お
い
て
も
、
実
は
非
財
産
的
モ
メ
ン
ト
が
一
定
の
財
産
的
評
価

を
受
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
(
た
と
え
ば
、
人
身
保
険
制
度
、
被
相
続
人

を
殺
害
し
た
相
続
人
の
廃
除
、
違
約
金
の
減
額
に
際
し
て
の
考
慮
の
対
象

な
ど
)
。
③
否
定
論
の
い
う
人
に
「
値
段
が
付
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
点

を
「
厳
密
に
金
銭
的
等
価
額
を
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
」
と
理

解
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
生
命
・
健
康
権
侵
害
に
よ
り
生
ず
る
財
産

的
価
値
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
④
後
述
す
る
よ
う
に
、
六

0

年
代
に
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
「
社
会
主
義
諸
国
」

に
お
い
て
、
民
法
典
に
「
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
」
を
規
定
す
る

国
家
が
あ
ら
わ
れ
片
山
。
ま
た
「
慰
謝
料
を
も
刑
罰
に
付
随
す
る
『
補
完
的
』

な
社
会
的
防
御
措
置
と
と
ら
え
よ
う
と
す
る
見
解
」
か
ら
こ
れ
を
肯
定
す

(%) 

る
も
の
も
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
一
九
六
三
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
の
ソ
連
最

高
裁
判
所
総
会
決
定
「
損
害
賠
償
請
求
に
か
ん
す
る
裁
判
実
務
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
、
「
医
療
・
労
働
鑑
定
委
員
会
の
鑑
定
に
し
た
が
っ
て
、
被
害

者
が
い
か
な
る
種
類
の
補
装
具
を
も
装
着
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
ろ
う

と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
き
わ
め
て
例
外
的
な
場
合
に
、
裁
判
所
は
モ
ー

タ
ー
っ
き
車
椅
子
の
購
入
に
要
し
た
費
用
を
被
害
者
に
賠
償
す
る
こ
と
を

加
害
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
人
身
事
故
に
よ
り
重
度
の

障
害
を
負
っ
た
者
に
対
す
る
電
動
車
椅
子
の
賠
償
を
認
め
た
が
、
肯
定
論

者
は
こ
の
決
定
を
「
賠
償
に
た
ん
な
る
財
産
的
損
害
の
賠
償
に
と
ど
ま
ら

(
幻
)

な
い
性
格
を
付
与
し
た
画
期
的
な
決
定
」
と
み
な
し
た
。
つ
ま
り
「
電
動

(
叩
四
)

式
車
椅
子
は
、
健
康
そ
の
も
の
の
回
復
に
役
立
つ
わ
け
で
は
な
い
」
が
、

電
動
式
車
椅
子
の
利
用
に
よ
り
「
被
害
者
は
近
隣
の
人
々
と
交
際
す
る
機

会
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
、
金
銭
的
評
価
に
な
じ
む
物
的
手
段
の
助
け
に

よ
っ
て
多
少
な
り
と
も
精
神
的
損
害
(
心
の
鯵
屈
)
を
緩
和
し
ま
ぎ
ら
わ

す
こ
と
が
で
き
」
(
括
弧
は
原
文
)
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
も
は
や
「
精

(
卯
)

神
的
損
害
の
賠
償
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
解
さ
れ
て
い
た
。
加
え

て
、
当
時
は
電
動
式
車
椅
子
は
庶
民
の
手
の
届
く
よ
う
な
物
で
は
な
い
、

非
常
に
高
価
な
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
旧
ソ
連
に
お
い
て
「
二

0
年
代
以
来
一
貫
し
て
」
否
定
さ

れ
て
き
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
で
は
あ
る
が
、
一
九
八
七
年
以

来
の
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
に
よ
る
社
会
変
動
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
「
ソ

連
邦
お
よ
び
共
和
国
の
民
事
基
本
法
」
(
い
わ
ゆ
る
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

(
削
)

民
法
」
)
に
お
い
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
明
文
を
も
っ
て
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認
め
ら
れ
る
に
主
っ
た
。

同
法
第
七
条
第
六
項
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
自
己
の
名
誉
・

尊
厳
・
業
務
上
の
評
判
を
侵
害
す
る
情
報
を
流
布
さ
れ
た
市
民
ま
た
は
法

人
は
、
そ
の
情
報
の
取
消
と
な
ら
ん
で
、
情
報
の
流
布
に
よ
り
被
っ
た
財

(
川
)

産
的
お
よ
び
精
神
的
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
こ
こ

で
は
市
民
ま
た
は
法
人
の
名
誉
・
尊
厳
・
業
務
上
の
評
判
が
侵
害
さ
れ
た

場
合
の
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
肯
定
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
二

一
条
に
お
い
て
は
、
「
違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
市
民
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
た

精
神
的
損
害
(
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
苦
痛
)
は
過
失
あ
る
加
害
者
が
こ

れ
を
賠
償
す
る
。
精
神
的
損
害
は
、
財
産
的
損
害
の
賠
償
額
に
か
か
わ
り

な
く
、
金
銭
そ
の
他
の
財
産
的
形
態
で
裁
判
所
の
定
め
る
額
に
よ
り
、
こ

れ
を
賠
償
す
る
」
(
括
弧
は
原
文
)
と
規
定
し
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
如

何
を
問
わ
ず
、
加
害
者
の
過
失
に
よ
り
市
民
(
被
害
者
)
の
精
神
上
に
損

害
が
生
じ
た
場
合
、
加
害
者
に
対
し
て
賠
償
を
命
じ
る
旨
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
に
お
い
て
社
会
主
義
国
家
成
立
以
降
一
貫
し
て

否
定
さ
れ
て
き
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
、
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
民
法
」
に
お
い
て
、
市
民
ま
た
は
法
人
の
名
誉
・
尊
厳
・
業
務
上
の
評

判
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
お
よ
び
市
民
の
精
神
上
に
損
害
を
も
た
ら
し
た

場
合
に
お
け
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
品
同
定
す
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
条
文
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
は
あ
る

が
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
契
機
に
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
民
法

典
上
肯
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い

て
改
革
開
放
政
策
以
降
に
制
定
さ
れ
た
民
法
通
則
第
一
二

O
条
に
お
い
て
、

限
定
付
で
は
あ
る
が
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
明
文
を
も
っ
て
肯

定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
と
非
常
に
似
通
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
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旧
東
欧
社
会
主
義
国

他
方
、
旧
ソ
連
以
外
の
旧
社
会
主
義
国
家
で
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
本
稿
で

(
閉
山
)

は
旧
社
会
主
義
国
家
を
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
に
限
定
し
て
検
討
す
る
。

そ
の
う
ち
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
お
よ
び
東
ド
イ
ツ
で
は
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
最
高
裁
判
所
は
一
九
五
三
一
年
に
社
会
主
義
国
家
は
精
神
損

害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め
な
い
と
の
判
断
を
示
し
、
そ
の
後
一
九
五

九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
法
典
」
に
お
い
て
は
精
神
損
害
に

(m) 

対
す
る
金
銭
賠
償
を
排
除
し
た
。
ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
最
高
裁
判
所
も
、
一

九
五
二
年
の
布
告
に
お
い
て
、
苦
痛
や
感
情
の
金
銭
賠
償
は
社
会
主
義
立

法
の
基
本
原
則
及
び
ル
ー
マ
ニ
ア
憲
法
、
と
り
わ
け
憲
法
第
一
五
条
に
反

す
る
と
し
て
、
「
労
働
が
主
な
収
入
源
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
苦

痛
及
び
不
遇
に
よ
る
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
被
害
者
を
し
て
不



労
所
得
を
得
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
明
確
に
こ
れ
を
否
定
し

(
胤
)
た。

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と笑顔1)

東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
七
六
年
施
行
の
「
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

民
法
典
」
第
一
三
二
六
条
第
一
項
に
お
い
て
、
損
害
と
は
「
健
康
に
損
害
を

受
け
た
と
い
う
結
果
、
財
産
の
滅
失
あ
る
い
は
致
損
、
被
害
者
が
損
害
を

排
除
あ
る
い
は
軽
減
す
る
た
め
に
支
出
し
た
費
用
お
よ
び
減
少
し
た
費
用

(m) 

を
含
む
」
「
物
質
的
損
害
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
条

同
項
で
は
損
害
賠
償
は
物
質
的
損
害
の
賠
償
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
明
言

(
附
)

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
慰
謝
料
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
。

こ
れ
ら
の
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
で
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償

が
否
{
疋
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
等
の
旧
東
欧
社
会
主
義
国
家
で
は
、
一
般

に
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
五

O
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
債
務
・
契
約
法
」
で
は
、

「
非
財
産
的
損
害
の
賠
償
は
、
裁
判
所
に
よ
り
正
義
に
則
っ
て
決
定
さ
れ

る
」
と
い
う
規
定
を
設
け
、
被
害
者
の
被
っ
た
精
神
損
失
を
肯
定
し
て
い

(
閉
山
)

た
(
同
法
第
五
二
条
)
。
こ
の
規
定
は
死
者
の
近
親
者
(
配
偶
者
、
父
母

及
び
子
女
)
が
被
っ
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
際
に
も
適
用
さ

れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
最
高
裁
判
所
は
後
に
、
相
続
人
で
か
つ
行
為
能
力
が
完

(
山
間
)

全
で
は
な
い
被
害
者
の
姉
妹
に
ま
で
適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

一
九
六
四
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
典
に
お
い
て
、

労
働
能
力
喪
失
に
と
も
な
い
「
被
害
者
の
需
要
が
増
加
し
、
ま
た
は
将
来

に
お
い
て
成
功
を
期
す
る
可
能
性
が
減
少
し
た
と
き
」
の
賠
償
(
第
四
四

四
条
第
二
項
)
な
ら
び
に
そ
の
際
に
「
被
っ
た
苦
痛
」
に
対
す
る
金
銭
的

(
問
)

満
足
(
第
四
四
五
条
第
一
項
)
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
人
身
傷
害
事
件

及
び
過
失
に
よ
る
拘
禁
、
婦
女
子
に
対
す
る
性
別
に
も
と
づ
く
あ
る
種
の

人
身
侮
辱
事
件
に
対
し
て
も
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
適
用
さ
れ
、

ま
た
過
失
致
死
事
件
に
お
い
て
、
当
該
事
件
が
死
者
の
近
親
者
の
生
活
条

件
を
低
下
せ
し
め
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
死
者
の
近
親
者
に
適
当
な
損

害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
不
法

行
為
者
が
故
意
に
他
人
の
人
身
権
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
被
害
者
は
加

害
者
が
適
当
な
金
額
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
赤
十
字
会
に
支
払
う
よ
う
要
求
す
る

(
川
)

こ
と
が
で
き
る
(
第
四
四
八
条
)
と
し
て
い
る
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
、
一
九
六
四
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
典
に
お

い
て
、
健
康
侵
害
に
と
も
な
う
「
肉
体
的
苦
痛
及
び
社
会
に
お
い
て
自
己

を
活
か
す
可
能
性
の
悪
化
」
に
対
す
る
賠
償
(
第
四
四
四
条
)
を
認
め
る

(
川
)

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
損
害
賠
償
に
は
標
準
額
が
あ
り
、
か
つ
最
高

金
額
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
こ
の

項
目
の
損
害
賠
償
の
請
求
権
は
個
人
に
属
し
、
被
害
者
の
死
亡
と
と
も
に

請
求
権
は
消
滅
し
、
被
害
者
の
相
続
人
が
相
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
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(
山
)

等
の
厳
格
な
制
限
が
付
さ
れ
て
い
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
は
、
裁
判
所
は
当
初
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
社
会
主
義
法
学
理
論
を
動
揺
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

(
川
)

と
し
て
認
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
理
論
が
変
更
さ
れ
、
精

神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
否
定
は
社
会
主
義
法
の
原
則
と
対
立
す
る

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
九
七
八
年
制
定
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
債
務
法
第

一
五
五
条
に
お
い
て
、
明
文
を
も
っ
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を

(
山
)

認
め
る
に
至
っ
た
。

一
九
七
七
年
に
は
、
前
述
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
以
前
の
態
度
を
改

め
、
同
年
制
定
の
改
正
民
法
典
で
は
「
加
え
ら
れ
た
損
害
が
社
会
生
活
へ

の
参
加
を
困
難
に
し
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
生
活
様
式
に
困
難
を
も
た
ら

(
川
)

し
、
ま
た
は
そ
れ
を
悪
化
さ
せ
た
場
合
」
に
は
賠
償
を
認
め
る
独
立
の
一

(
川
)

カ
条
(
第
三
五
四
条
)
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
国
家
の
な
か
で
も
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
の
扱
い
は
一
様
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
六

0
年
代
以
降
の
ブ
ル

ガ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
等
の
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
立
法
あ
る
い
は
法
改
正
で
は
、

お
し
な
べ
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
導
入
す
る
方
向
で
動
い
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
動
き
は
、
七

0
年
代
以
降
の
ソ
連
法
学
界
に
対
し
て

強
い
影
響
を
及
ぽ
し
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
の
排
除
を
「
社

ま
た
、

会
主
義
民
法
」
の
一
般
原
理
に
基
づ
く
説
明
か
ら
、
む
し
ろ
「
ソ
ビ
エ
ト

民
法
史
の
特
殊
性
と
い
う
観
点
」
か
ら
の
説
明
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
っ
た

(
川
)

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
改
革
の
波
と
が
相
ま
っ
て
、
前
述
の
い
わ

ゆ
る
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
民
法
」
に
お
い
て
明
文
を
も
っ
て
精
神
損
害
に

対
す
る
金
銭
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
六
節

括

以
上
の
よ
う
に
、
新
中
国
建
国
建
国
以
降
の
「
否
定
期
」
で
は
、
中
華

民
国
期
で
は
確
立
さ
れ
て
い
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
は
、

理
論
上
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
た
o

そ
れ
は
、
確
か
に
「
社
会
主
義
法

制
」
の
影
響
の
所
為
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
む
し
ろ
旧
ソ
ビ
エ
ト
民

法
の
強
い
影
響
の
た
め
で
あ
っ
た
。
他
の
多
く
の
旧
社
会
主
義
国
に
お
い

て
は
、
六

0
年
代
に
相
次
い
で
制
定
さ
れ
た
各
国
民
法
典
に
お
い
て
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
お

け
る
各
国
の
改
革
運
動
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
し
て
旧
ソ
連
に

お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
民
法
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ま

で
の
理
論
を
あ
ら
た
め
、
法
文
上
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
理
論
上
は
完
全
に
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
否
定
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し
て
は
い
た
が
、
実
務
上
は
「
撫
他
費
」
あ
る
い
は
「
補
助
費
」
と
い
う

名
目
の
給
付
が
な
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
交
通
事
故
の
被
害
者
に
対
す

る
加
害
者
の
金
銭
給
付
は
、
一
種
の
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
給
付
は
、
あ
く
ま
で
「
単

位
」
が
な
す
も
の
で
あ
り
、
加
害
者
個
人
に
よ
る
給
付
と
い
う
も
の
は
考

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
単
位
」
に
よ
る
社
会
保
障
制
度
が

確
立
さ
れ
て
い
た
、
当
時
の
中
国
社
会
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え

ト品、っ，。次
章
で
は
、
改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償

を
め
ぐ
る
議
論
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

註(
1
)
民
国
一
八
(
一
九
二
九
)
年
五
月
一
一
一
一
一
日
国
民
政
府
公
布
、
同

年
一

O
月
一

O
日
施
行
。
陶
百
川
他
編
『
六
法
全
書
』
(
三
一
民
書
局
、

民
国
八
二
(
一
九
九
三
)
年
)
。

(
2
)
民
国
一
八
(
一
九
二
九
)
年
一
一
月
一
一
一
一
日
国
民
政
府
公
布
、

同
一
九
(
一
九
三
O
)
年
五
月
五
日
施
行
。
前
掲
註

(
1
)
に
同
じ
。

(
3
)

一
般
に
「
慰
撫
金
」
は
「
見
舞
金
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
実
際
に

は
す
こ
ぶ
る
多
義
的
な
用
語
で
あ
り
、
ま
た
「
慰
撫
金
」
あ
る
い

は
後
述
す
る
「
撫
他
費
」
と
も
に
そ
の
有
す
る
意
味
そ
の
も
の
が

問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
原
語
で
表
記
す
る
。

(
4
)
鄭
玉
波
『
民
法
総
則
(
修
訂
第
十
版
)
』

四
(
一
九
九
五
)
年
)
一

O
三
頁
。

(
5
)
鄭
玉
波
・
前
掲
註

(
4
)

一
O
三
頁
。

(
6
)
張
希
坂
『
中
国
革
命
法
制
史
(
上
)
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
一

0
1
一一貝。

(
7
)
大
理
院
判
決
民
国
三
(
一
九
一
四
)
年
一
字
第
四
四
八
号
。
『
中

華
民
国
大
理
院
最
高
法
院
判
決
要
旨
・
民
法
第
一
一
編
』
(
興
亜
院
華

中
連
絡
部
、
昭
和
二
ハ
(
一
九
四
二
年
)
一
八
頁
。

(
8
)
大
理
院
判
決
民
国
九
(
一
九
二

O
)
年
私
上
字
第
七
四
号
。
前

掲
註

(
7
)

一
九
頁
。

(
9
)
大
理
院
判
決
民
国
五
(
一
九
一
六
)
年
上
字
第
九
六

O
号
。
前

掲
註

(
7
)

一
八
1
九
頁
。

(
叩
)
中
国
人
民
大
学
法
律
系
国
家
与
法
権
理
論
教
研
室
理
論
小
組
・

資
料
室
編
『
国
家
与
法
的
理
論
学
習
資
料
』
(
内
部
資
料
、
一
九
八

二
年
)
一
頁
以
下
。
な
お
、
和
訳
と
し
て
は
浅
井
敦
『
中
国
憲
法

の
論
占
…
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
五
年
)
五
六
頁
以
下
に
全
文
訳

が
、
ま
た
宮
坂
宏
編
訳
『
現
代
中
国
法
令
集
』
(
専
修
大
学
出
版
局
、

一
九
九
三
年
)
一
九
頁
に
抄
訳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
「
指
示
」
は
「
人
民
民
主
主
義
独
裁
の
国
家
権
力
が
未
だ

体
系
的
な
法
制
を
完
備
し
て
い
な
い
段
階
で
の
司
法
工
作
の
原
則

を
明
示
す
る
と
同
時
に
、
司
法
要
員
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
H

レ
l

ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
に
依
拠
し
た
国
家
観
と
法
律
観
を
要
求

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
(
木
間
正
道
『
現
代
中
国
の
法
と

(
三
民
書
局
、

民
国
人
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民
主
主
義
』
(
勤
草
書
房
、
一
九
九
五
年
)

(
ロ
)
浅
井
・
前
掲
註
(
叩
)
五
四
頁
。

(
日
)
木
間
・
前
掲
註
(
日
)
二
七
頁
。

(
H
)
浅
井
・
前
掲
註
(
叩
)
五
四
頁
。

(
日
)
鈴
木
賢
「
中
国
に
お
け
る
民
法
通
則
制
定
と
そ
の
背
景
・
ご

法
時
六

O
巻
三
号
七
一
頁
。
な
お
、
六
二
年
か
ら
六
四
年
に
か
け

て
第
二
回
目
の
民
法
典
起
草
作
業
に
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も

に
民
法
典
制
定
ま
で
に
至
っ
て
は
い
な
い
。
鈴
木
・
同
頁
参
照
。

(
日
)
浅
井
・
前
掲
註
(
叩
)
二
四
頁
。

(
口
)
西
村
幸
次
郎
『
現
代
中
国
の
法
と
社
会
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九

九
五
年
)
四
八
頁
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
態
度
を
法
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
法
そ
の
も
の
の
否
定
と
と
ら
え

る。

(
問
)
浅
井
・
前
掲
註
(
叩
)
五
回
頁
。

(
叩
)
中
央
政
法
幹
部
学
校
民
法
教
研
室
編
著
『
中
華
人
民
共
和
国
民

法
基
本
問
題
』
(
法
律
出
版
社
、
一
九
五
八
年
)
一
一
一
一
一
一
九
頁
。
な
お
、

同
書
は
改
革
開
放
政
策
前
の
中
国
に
お
け
る
唯
一
の
公
開
さ
れ
て

い
た
民
法
教
科
書
で
あ
る
。

(
却
)
一
九
六
六
年
か
ら
の
一

0
年
間
に
わ
た
る
文
化
大
革
命
期
を
指

す。

(
幻
)
〈
当
代
中
国

V
叢
書
編
輯
委
員
会
編
『
当
代
中
国
的
審
判
工
作

(
下
)
』
(
当
代
中
国
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
一
二
八
頁
。

(
詑
)
前
掲
註
(
幻
)
一
一
一
八

1
九
頁
。

二
七
頁
)
。

(
幻
)
た
と
え
ば
、
損
害
賠
償
事
件
に
お
け
る
け
ん
か
や
殴
り
合
い
に

よ
る
医
療
費
賠
償
事
件
の
占
め
る
割
合
は
、
一
九
八
六
年
は
六
一
・

五
六
%
、
八
七
年
は
五
九
%
、
八
八
年
は
五
九
・
四
%
、
八
九
年

は
五
九
・
五
五
%
で
あ
る
。
前
掲
・
註
(
幻
)
一
一
一
八
頁
参
照
。

(
剖
)
前
掲
註
(
日
)
。

(
お
)
前
掲
註
(
日
)
三
三
九
頁
。

(
部
)
『
馬
克
恩
恩
格
斯
選
集
・
第
一
巻
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
七
二
年
)

三

O
頁。

(
幻
)
針
煉
「
関
於
精
神
損
害
賠
償
的
若
干
問
題
」
法
学
評
論
一
九
八

八
年
第
一
期
六
七
頁
。

(
認
)
玉
利
明
主
編
『
人
格
権
新
論
』
(
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四

年
)
六
五
四
頁
、
申
政
武
「
論
人
格
権
及
人
格
損
害
的
賠
償
」
複

印
報
刊
資
料
・
法
学
一
九
九

O
年
第
四
期
七

O
頁。

(
却
)
一
九
五
三
年
か
ら
の
第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
そ
の
目
的
を
本

格
的
な
社
会
主
義
工
業
化
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
国

民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
主
た
る
目
標

の
ひ
と
つ
に
お
き
、
農
業
の
集
団
化
、
手
工
業
者
の
「
手
工
業
合

作
社
」
へ
の
組
織
化
、
資
本
主
義
商
工
業
者
の
公
私
合
営
企
業
へ

の
改
組
と
い
っ
た
、
一
連
の
集
団
化
、
国
営
化
が
図
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
中
央
集
権
的
な
組
織
・
制
度
を
必
要

と
す
る
た
め
、
旧
ソ
連
の
シ
ス
テ
ム
を
模
倣
し
た
計
画
経
済
制
度
、

組
織
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
中
国
で
は
「
社

会
主
義
H

ソ
連
」
と
い
う
図
式
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
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(
却
)
木
間
・
前
掲
註
(
日
)
三
三
頁
。

(
幻
)
箭
煉
・
前
掲
註
(
幻
)
六
七
頁
、
劉
保
玉
「
精
神
損
害
的
賠
償

問
題
探
討
」
法
学
-
九
八
七
年
第
六
期
二

O
頁。

(
お
)
余
延
満
「
我
国
八
民
法
通
則

V
併
未
規
定
精
神
損
害
賠
償
制
度

l
i八
民
法
通
則

V
第
二
一

O
条
新
解
」
法
学
評
論
一
九
九
二
年

第
三
期
。

(
お
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六
五
三
頁
。
な
お
、
斉
藤
博
『
人
格

権
法
の
研
究
』
(
一
粒
社
、
一
九
七
九
年
)
三
二
八
頁
参
照
。

(
担
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
詔
)
七

O
頁。

(
お
)
玉
利
明
・
前
掲
註
(
却
)
六
五
三
頁
。

(
却
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
出
)
七

O
頁。

(
幻
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
お
)
七

O
頁。

(
お
)
な
お
、
以
上
の

G
B
G
制
定
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
圏
内
で
の
議

論
に
関
し
て
は
、
斉
藤
・
前
掲
註
(
お
)
三
二
八
頁
以
下
、
と
く

に
三
三

O
頁
参
照
。

(
却
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
却
)
七
O
頁。

(
的
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
お
)
七

O
頁。

(
引
)
曹
康
「
精
神
損
害
賠
償
初
探
」
政
法
論
壇
一
九
八
七
年
第
四
期

一一一一一
l
二一頁。

(
位
)
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
前
述
の
「
人
格
の
商
品
化
否
定
説
」

も
一
種
の
「
社
会
主
義
的
道
徳
観
」
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
二
説
を
区
別
せ
ず
に
論
ず
る
者
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、

王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
等
。

(
日
)
歯
目
康
・
前
掲
註
(
H
U
)

三
三
頁

(
叫
)
こ
の
よ
う
な
区
別
が
唯
一
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
申
政

武
・
前
掲
註

(
M
m
)

七
O
l
七
〕
頁
。

(
匂
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
お
)
七
O
頁。

(
必
)
歯
日
康
・
前
掲
註
(
H
U
)

一一一一一一一貝。

(
幻
)
玉
利
明
・
前
掲
註
(
招
)
六
五
四
1
五
頁
。

(
必
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
詔
)
七
0
1
一
頁
。

(
油
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
却
)
七
一
頁
。
同
論
文
で
は
、
金
銭
賠
償

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
も
の
が
除
去
あ
る
い
は
回
復
で
き
る
と
す
れ

ば
、
「
そ
れ
は
驚
き
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
の
存
在
を
紹
介
し
て
い

る。

(
叩
)
た
と
え
ば
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六
五
三
頁
以
下
。

(
日
)
政
務
院
一
九
五
一
年
二
月
二
六
日
政
秘
字
二
二
四
号
命
令
、
政

務
院
一
九
五
三
年
一
月
二
日
(
五
三
)
政
財
甲
字
一
一
号
命
令
。

『
中
華
人
民
共
和
国
法
律
法
規
全
書
(
第
三
巻
)
』
(
中
国
民
主
法

制
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
八
九
四
頁
。
な
お
、
本
法
お
よ
び
実

施
細
則
草
案
は
現
行
法
と
し
て
そ
の
効
力
を
有
し
続
け
て
い
る
が
、

労
働
保
険
基
金
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
各
項
目
の
費
用
に
つ
い
て

は
一
九
七
三
年
五
月
一
五
日
付
財
務
部
財
企
字
第
四
一
号
に
よ
り
、

医
療
待
遇
に
関
す
る
規
定
は
労
働
部
、
全
国
総
工
会
一
九
六
六
年

四
月
一
五
日
付
「
関
於
改
進
職
工
労
保
医
療
制
度
幾
個
問
題
的
通

知
」
に
よ
り
、
養
老
待
遇
お
よ
び
労
災
に
よ
る
、
あ
る
い
は
労
災

に
よ
ら
な
い
障
害
で
完
全
に
労
働
能
力
を
失
っ
た
場
合
の
待
遇
に
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関
す
る
規
定
は
一
九
七
八
年
六
月
二
日
付
国
務
院
国
発
〔
一
九
七

八〕

-
O
四
号
文
件
お
よ
び
一
九
八
二
年
四
月
同
国
発
〔
一
九
八
二
〕

六
二
号
文
件
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
失
効
し
て
い
る
。

(
臼
)
一
九
五
三
年
一
月
二
六
日
公
布
・
施
行
。
前
掲
註
(
日
)
九
四

八
頁
。

(
日
)
当
該
企
業
を
統
括
す
る
行
政
部
門
お
よ
び
管
轄
部
門
を
指
す
。

(
日
)
中
国
語
の
「
単
位
」
は
日
本
語
の
「
職
場
」
に
相
当
す
る
が
、

次
節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
機
能
は
日
本
の
「
職
場
」
と
は

大
き
く
異
な
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
以
下
原
語
の
ま
ま
「
単
位
」

と
表
記
す
る
。

(
日
)
労
働
保
険
基
金
は
一
九
六
七
年
頃
ま
で
機
能
し
て
い
た
が
、
文

化
大
革
命
の
影
響
で
六
七
年
以
降
完
全
に
そ
の
機
能
を
失
い
、
そ

れ
以
降
は
「
単
位
」
に
よ
り
支
払
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
衛

血
ハ
華
主
編
『
中
国
社
会
保
障
制
度
研
究
』
(
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、

一
九
九
四
年
)
六
一
二
l
四
頁
参
照
。

(
日
)
な
お
、
病
気
あ
る
い
は
労
働
災
害
以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡
あ

る
い
は
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
「
葬
儀
補
助
費
」
な
ら
び
に
「
家

族
救
済
費
」
を
支
払
う
(
労
働
保
険
条
例
第
一
四
条
、
同
第
一
一
一
条
、

労
働
保
険
条
例
実
施
細
則
草
案
第
二
三
条
)

0

「
救
済
費
」
の
場
合

は
あ
く
ま
で
家
族
の
「
救
済
」
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
あ
り
、
こ
れ
と
比
し
た
場
合
、
「
障
害
補
助
費
」
、
「
撫
憧
費
」

の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
被
害
者
も
し
く
は
そ
の
家
族
に
対
す
る

補
償
的
色
彩
が
強
い
。

(
訂
)
李
道
峰
「
海
上
人
身
傷
亡
損
害
賠
償
中
的
幾
個
問
題
」
法
学
一

九
九
三
年
第
一
期
二
六
頁
。

(
回
)
中
国
に
お
け
る
最
高
司
法
機
関
と
は
、
か
つ
て
は
最
高
人
民
法

院
の
み
を
指
し
て
い
た
が
(
五
四
年
憲
法
第
七
九
条
)
、
現
在
は
最

高
人
民
法
院
お
よ
び
最
高
人
民
検
察
院
を
指
す
(
八
二
年
憲
法
第

一
二
七
条
お
よ
び
第
二
ニ
二
条
)
。

(
印
)
周
道
驚
「
新
中
国
司
法
解
釈
的
回
顧
与
完
善
司
法
解
釈
工
作
的

思
考
」
『
中
華
人
民
共
和
国
最
高
人
民
法
院
司
法
解
釈
全
集
』
(
人

民
法
院
出
版
社
、
一
九
九
五
年
)
一
頁
。

(
印
)
鈴
木
賢
『
現
代
中
国
相
続
法
の
原
理
』
(
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
)

三
六
頁

(
日
)
鈴
木
・
前
掲
註
(
印
)
三
七
頁
。

(
臼
)
楊
立
新
『
民
法
判
解
研
究
与
適
用
』
(
中
国
検
祭
出
版
社
、
)
九

九
四
年
)
一
三
九
頁
。

(
臼
)
鈴
木
・
前
掲
註
(
印
)
一
二
六
頁
。

(
臼
)
鈴
木
・
前
掲
註
(
印
)
二
一
六
頁
。

(
伍
)
楊
立
新
・
前
掲
註
(
臼
)
一
五
一
頁
。

(
伺
)
立
十
茄
他
主
編
守
中
華
人
民
共
和
国
法
律
立
法
司
法
解
釈
案
例
大

全
』
(
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
九
九
頁
以
下
。

(
肝
)
前
掲
註
(
伺
)
一
四
四
l
五
頁
。

(
侃
)
前
掲
註
(
印
)
一
四
五
頁
。

(ω)
前
掲
註
(
伺
)
一
四
五
l
六
頁
。

(
初
)
前
掲
註
(
山
山
)
一
四
四
頁
。
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中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務1)

(
九
)
な
お
、
ユ
エ
・
ダ
イ
エ
ン
、

c.
ウ
ェ
イ
ク
マ
ン
著
、
丸
山
昇

監
訳
『
チ
ャ
イ
ナ
・
オ
デ
ッ
セ
イ
(
下
)
』
(
岩
波
書
宿
、
一
九
九

五
年
)
七
二
頁
以
下
で
は
、
一
九
七

O
年
一
-
月
、
ト
ラ
ッ
ク
の

自
損
事
故
に
よ
り
、
荷
台
に
同
乗
し
て
い
た
下
放
中
の
大
学
生
が

死
亡
し
た
事
件
で
、
そ
の
遺
族
(
母
親
)
に
対
し
「
補
償
金
」
が

支
払
わ
れ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
支
払
の
主
体
、
「
補

償
金
」
の
金
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
実
務
上
、
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
対
し
、
「
補

償
金
」
と
い
う
名
目
の
金
銭
給
付
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
、
前
述
の
司
法
解
釈
が
実
際
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
適
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
冗
)
一
九
五
八
年
二
月
一
一
一
日
最
高
人
民
法
院
「
自
動
車
運
転
手
が

過
失
に
よ
り
惹
起
し
た
賠
償
責
任
の
問
題
に
関
す
る
批
復
」
(
「
関

於
汽
車
司
機
因
過
失
引
起
的
賠
償
責
任
問
題
的
批
復
」
。
前
掲
・
註

(
印
)
一
四
四
頁
)
に
よ
れ
ば
、
「
純
粋
に
運
転
手
本
人
の
過
失
が

惹
起
し
た
民
事
賠
償
責
任
の
問
題
に
関
し
て
L

は
、
寸
原
則
と
し
て

運
転
手
本
人
が
責
任
を
負
う
」
と
す
る
が
、
運
転
手
本
人
に
賠
償

能
力
が
な
い
場
合
に
は
「
自
動
車
の
所
有
者
が
賠
償
の
責
任
を
負

う
」
と
し
て
い
る
(
な
お
、
但
書
で
「
単
位
」
か
ら
の
加
害
者
に

対
す
る
求
償
を
認
め
て
い
る
)
0

し
か
し
、
す
で
に
社
会
主
義
化
が

完
了
し
て
い
た
当
時
、
後
述
す
る
よ
う
な
「
単
位
社
会
」
に
は
、

賠
償
能
力
を
有
す
る
個
人
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た

本
件
司
法
解
釈
以
降
に
出
さ
れ
た
司
法
解
釈
で
は
す
べ
て
「
単
位
」

が
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
上
こ
の
「
批
復
」

は
単
位
が
責
任
を
負
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
刀
)
た
だ
し
「
単
位
」
は
都
市
部
に
お
い
て
の
み
存
在
し
た
も
の
で

あ
り
、
八
割
の
人
口
を
擁
す
る
農
村
は
「
単
位
」
社
会
の
枠
外
に

お
か
れ
て
い
た
。

(
九
)
た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
等
の
家
電
製
品
、
衣
類
、
靴
、

盆
暮
れ
の
米
・
野
菜
等
の
支
給
等
、
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現

物
支
給
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
同
)
李
強
『
当
代
中
国
社
会
分
層
与
流
動
』
(
中
国
経
済
出
版
社
、
一

九
九
五
年
)
三
九

O
頁。

(
河
)
路
風
・
池
田
誠
監
訳
「
現
代
中
国
社
会
の
編
成
原
理
『
単
位

社
会
体
制
』
の
形
成
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
立
命
館
法
学
二

O
八

号
(
一
九
八
九
年
六
号
)
七
九
六
頁
。

(
円
)
木
崎
翠
「
経
済
改
革
下
の
固
有
企
業
と
一
雇
用
」
『
社
会
主
義
市
場

経
済
を
め
ざ
す
中
国
』
(
一
九
九
三
年
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
)
一

四
六
頁
で
は
、
「
単
位
社
会
」
を
「
生
活
の
糧
と
し
て
の
賃
金
の
支

払
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
福
祉
や
住
宅
の
供
給
、
婚
姻
年
齢
や

産
児
数
の
制
限
、
政
治
・
行
政
上
の
統
制
な
ど
の
多
く
が
行
政
機

関
で
は
な
く
、
職
場
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る

と
し
て
、
寸
単
位
L

を
一
種
の
末
端
行
政
機
関
と
み
な
し
て
い
る
。

(
河
)
こ
の
よ
う
な
「
単
位
」
の
機
能
は
「
平
等
主
義
、
充
実
し
た
社

会
福
祉
な
ど
を
保
障
す
る
社
会
主
義
制
度
の
優
位
点
と
し
て
評
価
」

さ
れ
て
い
た
。
天
児
慧
『
中
国
変
容
す
る
社
会
主
義
大
国
』
(
東
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大
出
版
会
、
一
九
九
二
年
)
一

O
九
頁
参
照
。

(
乃
)
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
損
害
賠
償
は
物
質
的
損
害
に
対
し
て

の
み
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
時
期
の
一
般
的
な
考
え
は
、
と
く

に
「
単
位
」
に
よ
る
保
障
が
存
在
し
な
い
農
村
部
に
お
い
て
、
現

実
的
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
加
)
上
林
弘
『
慰
謝
料
算
定
論
』
(
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
)
一
一
二
三

頁。

(
剖
)
瀬
川
信
久
「
最
高
裁
判
所
民
事
判
例
研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
九

一
巻
一
号
一
七
七
頁
。
な
お
、
瀬
川
論
文
は
離
婚
慰
謝
料
に
関
し

て
論
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
不
法
行
為
慰
謝
料
に
も
あ
て
は

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
位
)
伊
藤
知
義
「
ソ
連
に
お
け
る
人
身
事
故
被
害
者
の
所
得
保
障
」

北
大
法
学
論
集
三
二
巻
四
号
九
九
頁
。

(
回
)
藤
田
勇
『
概
説
ソ
ビ
エ
ト
法
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六

年
)
二
九
七
頁
。

(
但
)
和
訳
は
五
十
嵐
清
・
佐
保
雅
子
「
『
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
』
邦

訳

(
9
)
」
北
大
法
学
論
集
二
三
巻
四
号
八
四
頁
に
よ
っ
た
。

(
部
)
和
訳
は
五
十
嵐
・
佐
保
・
前
掲
註
(
倒
的
)
八
八
頁
に
よ
っ
た
。

(
部
)
直
川
誠
蔵
「
ソ
ビ
エ
ト
民
法
と
精
神
的
損
害
の
賠
償
」
比
較
法

学
二
二
巻
一
号
七
四
頁
。

(
釘
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
七
四
頁
。

(
槌
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
八
三
頁
。

(
卸
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
七
四
頁
。

研究ノート

一
方
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は

「
慰
謝
料
を
精
神
的
損
失
の
『
等
価
的
』
補
填
と
と
ら
え
る
認
識

の
前
提
的
枠
組
み
に
お
い
て
(
革
命
前
か
ら
の
議
論
と
)
同
一
で

あ
り
、
こ
の
意
味
で
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
文
化
の

発
展
水
準
に
な
お
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
ロ
シ
ア

国
有
法
的
見
解
で
あ
る
と
と
ら
え
る
見
解
も
あ
る
。
大
江
泰
一
郎

「
慰
謝
料
の
比
較
法
的
研
究
ソ
連
」
比
較
法
研
究
四
四
号
(
一

九
八
二
年
)
五
五
頁
。

(
卯
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
八
一
一
貝
。

(
引
)
直
川
・
前
掲
註
(
剖
)
八
二
l
一一一頁。

(
位
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
八
六
頁
。

(
回
)
直
川
・
前
掲
註
(
剖
)
八
九
1
九
O
頁。

(
但
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
九
一

1
二
頁
。
大
江
、
前
掲
・
註
(
却
)

五
六
頁
以
下
。

(
回
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
九
四
l
九
五
頁
。

(
M
m
)

大
江
・
前
掲
註
(
卸
)
五
六
頁
。

(
肝
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
九
六
1
七
頁
。
大
江
、
前
掲
・
註
(
卸
)

五
九
頁
以
下
。

(
m
m
)

大
江
・
前
掲
註
(
印
)
五
九
頁
。

(
卯
)
直
川
・
前
掲
註
(
部
)
九
七
頁
。

(
捌
)
一
九
九
一
年
五
月
一
一
一
一
日
公
布
、
一
九
九
二
年
一
月
一
日
施
行
。

(
肌
)
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
民
法
」
の
和
訳
は
伊
藤
知
義
「
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
の
新
民
法
」
札
幌
学
院
法
学
九
巻
二
号
一
一
三
頁
以
下
に
よ

っ
た
。
以
下
同
様
。
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中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務1)

(
即
)
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
知
義
教

授
(
札
幌
学
院
大
学
)
の
御
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
す
と
と
も

に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
間
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
犯
)
六
五
二
貝
。

(
出
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
招
)
六
五
一
頁
。

(
間
)
費
宗
緯
訳
『
徳
意
志
民
主
共
和
国
民
法
典
』
(
法
律
出
版
社
、
一

九
八
二
年
)
一
一
ム
ハ
頁
。

(
間
)
山
田
成
『
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
法
概
説
(
下
)
』
(
東
京
大
学
出

版
社
、
一
九
八
二
年
)
二
六

0
1
一
頁
。

(
即
)
大
江
・
前
掲
註
(
的
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
部
)
六

五
一
頁
。

(
瑚
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六
五
一
頁
。

(
捌
)
大
江
・
前
掲
註
(
剖
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六

五
一
頁
。

(
山
)
大
江
・
前
掲
註
(
朗
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
沼
)
六

五
一
頁
。

(
山
)
大
江
・
前
掲
註
(
却
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六

五
二
頁
。
な
お
、
条
文
は
陳
漢
章
訳
『
捷
克
斯
洛
伐
克
社
会
主
義

民
法
典
』
(
法
律
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
一

O
八
一
員
参
照
。

(
山
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六
五
二
頁
。

(
出
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六
五
二
頁
。

(
山
)
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
民
法
典
第
一
五
五
条
が
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
を
肯
定
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
は
、
王
利
明
・
前
掲
註

(
お
)
六
五
三
一
貝
、
お
よ
び
曹
康
・
前
掲
註
(
H
U
)

三
二
頁
か
ら
判

明
し
た
が
、
い
ず
れ
も
条
文
そ
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
な
い
。

(
旧
)
大
江
・
前
掲
註
(
印
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
部
)
六

五
一
頁
。

(
旧
)
メ
ミ
同
で
ミ
~
h
w
可

U
V
S
H
Sぬ
み
書
室
弘
司
唱
え
一
S
H
E
k
s
s
h
b
E
B
R
t
h
h
H
h

ミ
ヘ
尚
三
』
『
て

A
¥

』
山
ぷ
日
刊
(
リ
さ
位
向
。
内
出
向
。
¥
h
p
h

司王悼
ah白
3
B
S
』u
h
o』之内ョヘ一

出
口
口
問
吉
田
口
円
、
問
者
問
巾
ご
2
'
?
N
¥
呂
昌
・
召
・

2
な
お
、
本
英
訳

の
存
在
に
つ
い
て
は
伊
藤
知
義
教
授
よ
り
御
示
唆
を
受
け
た
。

(
即
)
大
江
・
前
掲
註
(
却
)
六

O
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
お
)
六

五
一
頁
。

(
山
)
大
江
・
前
掲
註

(
卸
)
六

O
頁、

第
二
章
「
萌
芽
期
」
|
|
改
革
開
放
政
策
実
施
か
ら

民
法
通
則
制
定
ま
で
(
一
九
七
八

1
八
六
年
)

第
一
節

改
革
開
放
政
策
実
施
以
降
の
中
国
社
会
の
変
化
と
法
規

定
の
動
向

北法47(4・107)1073

中
国
社
会
の
変
化

一
九
七
八
年
一
二
月
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
一

一
期
中
央
委
員
会
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第
三
回
全
体
会
議
(
以
下
「
一
一
期
三
中
全
会
」
)
に
お
い
て
、
毛
沢
東

の
完
全
な
る
継
承
者
を
宣
言
す
る
撃
国
鋒
路
線
に
か
わ
り
、
部
小
平
が
完

全
に
実
権
を
掌
握
し
、
中
国
は
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
た
。
こ
の

一
一
期
三
中
全
会
で
は
、
「
大
規
模
な
嵐
の
よ
う
な
大
衆
的
階
級
闘
争
」

か
ら
郡
小
平
の
提
唱
す
る
現
代
化
路
線
へ
、
す
な
わ
ち
階
級
闘
争
至
上
主

義
か
ら
経
済
近
代
化
優
先
へ
と
そ
の
方
向
を
一
八
O
度
転
換
さ
せ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
「
改
革
・
開
放
」
が
中
国
の
旗

印
と
な
る
。

い
わ
ゆ
る
改
革
開
放
政
策
に
は
三
つ
の
柱
が
あ
る
。
「
民
主
と
法
制
」
、

(
l
)
 

「
対
外
開
放
」
お
よ
び
「
経
済
体
制
改
革
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
民
主
と
法
制
」
に
も
と
づ
き
、
法
制
建
設
強
化
が
推
進
さ

れ
た
。
民
事
法
分
野
に
そ
の
対
象
を
限
定
し
て
も
、
一
九
八

O
年
か
ら
の

四
度
に
わ
た
る
「
民
法
典
」
草
案
(
結
局
「
民
法
典
」
制
定
に
は
至
ら
な

か
っ
た
)
、
一
九
八

O
年
「
婚
姻
法
」
、
一
九
八
一
年
「
経
済
契
約
法
」
、

一
九
八
二
年
「
商
標
法
」
、
一
九
八
五
年
「
渉
外
経
済
契
約
法
」
、
同
年
「
相

続
法
」
、
そ
し
て
一
九
八
六
年
に
は
「
民
法
通
則
」
と
、
主
だ
っ
た
法
律

(2) 

が
こ
の
時
期
次
々
と
制
定
さ
れ
た
。

「
対
外
開
放
」
で
は
、
一
九
七
九
年
に
は
じ
め
て
の
政
府
間
借
款
(
対

日
本
)
を
受
け
入
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
経
済
特
区
の
設
置
(
同
年
深
川
、

珠
海
、
山
頭
、
一
九
八

0
年
度
門
)
、
海
外
投
資
の
受
け
入
れ
(
一
九
八

四
年
末
に
は
十
四
の
沿
海
部
の
都
市
が
海
外
投
資
に
優
遇
条
件
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
)
、
外
資
系
企
業
の
誘
致
(
一
九
七
九
年
「
中

外
合
資
経
営
企
業
法
」
等
)
が
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
「
経
済
体
制
改
革
」
に
関
し
て
は
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学

技
術
の
「
四
つ
の
現
代
化
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
経
済
管
理
体
制
、
経

(
3
)
 

済
管
理
方
法
の
改
革
と
改
善
に
着
手
し
た
。
「
経
済
体
制
改
革
」
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
細
か
く
検
討
す
る
と
、
次
の
二
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

北法47(4・108)1074

第
一
の
段
階
は
七
八
年
か
ら
八
四
年
ま
で
の
時
期
で
、
こ
の
時
期
は
「
農

業
経
済
体
制
改
革
を
主
と
し
、
都
市
経
済
体
制
改
革
の
試
験
的
運
用
を
こ

(
4
)
 

次
的
課
題
と
す
る
」
段
階
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
中
央
お
よ
び
中
央
政
府

の
「
曲
辰
業
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
と
の
認
識
か
ら
経
済
体
制
改
革

(5) 

が
出
発
し
た
た
め
、
経
済
体
制
改
革
は
ま
ず
農
業
経
済
体
制
の
問
題
の
解

決
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
「
包
産
到
組
」
(
グ
ル
ー
プ
で
生

産
を
請
け
負
う
)
、
「
包
産
到
戸
」
(
農
家
が
生
産
を
請
け
負
う
)
、
「
包
幹

到
戸
」
(
農
家
が
生
産
と
経
営
を
請
け
負
う
)
等
の
形
態
に
よ
る
「
農
家

生
産
高
リ
ン
ク
請
負
責
任
制
」
(
原
語
「
家
庭
聯
産
承
包
責
任
制
」
)
が
全

国
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
社
合
一
の
人
民
公
社
は
解
体

(
6
)
 

に
追
い
込
ま
れ
た
。

他
方
、
こ
の
段
階
で
の
都
市
経
済
体
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
個
人
商
業



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

の
復
活
等
の
初
歩
的
な
改
革
が
実
施
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
二
の
段
階
は
、
農
業
経
済
体
制
改
革
に
一
応
の
め
ど
が
つ
い
た
後
の

八
四
年
か
ら
八
七
年
の
時
期
で
、
こ
の
時
期
は
「
都
市
経
済
体
制
改
革
を

(
7
)
 

主
と
し
、
改
革
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
た
段
階
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
八
四
年
の
一
二
期
三
一
中
全
会
で
「
経
済
体
制
改
革
に
関
す
る
決

(8) 

定
」
(
「
関
於
経
済
体
制
改
革
的
決
定
」
)
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
的

な
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
決
定
」
の
中
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き

点
は
、
「
社
会
主
義
経
済
を
価
値
法
則
に
依
拠
し
、
公
有
制
の
基
礎
に
立

(9) 

つ
計
画
的
な
商
品
経
済
で
あ
る
と
規
定
」
し
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
経
済

改
革
を
め
ざ
す
と
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
は
本
格
的
な
商
品

経
済
社
会
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

都
市
経
済
体
制
改
革
で
は
、
国
営
企
業
改
革
、
市
場
体
系
改
革
、
計
画

管
理
体
制
改
革
、
金
融
改
革
、
価
格
改
革
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改

革
の
う
ち
、
次
の
点
が
本
稿
と
の
関
係
に
お
い
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

第
一
に
、
市
場
体
系
改
革
で
は
、
農
産
品
の
国
家
に
よ
る
統
一
買
付
、
割

当
買
付
が
廃
止
さ
れ
、
農
業
税
が
現
物
納
税
か
ら
現
金
納
税
へ
と
改
正
さ

れ
た
結
果
、
農
産
品
の
商
品
化
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
第

二
に
、
計
画
管
理
体
制
の
改
革
で
は
、
国
の
全
局
に
か
か
わ
り
の
あ
る
活
(
刊
)

動
以
外
は
極
力
指
導
性
計
画
か
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委
ね
る
と
さ
れ
た
こ

(
日
)
と
。
第
三
に
、
価
格
改
革
が
実
施
さ
れ
、
調
整
価
格
か
ら
市
場
価
格
へ
と

転
換
し
た
結
果
、
小
商
品
、
工
業
消
費
口
問
お
よ
び
生
産
資
料
の
価
格
は
こ

の
段
階
に
お
い
て
す
べ
て
市
場
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

以
上
、
本
稿
の
関
心
と
直
接
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
七
八
年

以
降
の
中
国
社
会
の
変
化
を
大
ま
か
に
概
観
し
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
改
革
開
放
政
策
、
と
り
わ
け
経
済
体

制
改
革
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た
結
果
、
農
作
物
を
中
心
と
す
る
商
品

化
と
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
市
場
原
理
の
導
入
に
よ
る
経
済
生
活
の
貨
幣

化
が
促
進
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会

の
変
化
を
受
け
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
制
度
に
関
す
る
法
規

定
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(ロ)

二
法
律
、
行
政
法
規
お
よ
び
行
政
規
章

前
述
の
よ
う
に
、
改
革
開
放
政
策
以
来
寸
法
制
建
設
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
り
、
ま
た
「
法
制
建
設
」
が
商
品
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
大
量
の
法
律
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す

る
行
政
法
規
、
行
政
規
章
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
精
神
損

害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
関
係
す
る
と
恩
わ
れ
る
規
定
を
有
す
る
も
の
と

し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
一
九
七
九
年
七
月
一
六
日
施
行
の
「
汽
車
と
そ
の
他
の
車
瞬
と
の
接

触
・
衝
突
お
よ
び
鉄
道
外
の
人
員
の
傷
害
・
死
亡
事
故
処
理
の
暫
定
規

北法47(4・109)1075
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定
」
(
「
火
車
与
其
他
車
輔
雌
隆
和
鉄
路
外
人
員
傷
亡
事
故
処
理
暫
行
規

(
日
)

定
」
)本
暫
定
規
定
は
、
ま
ず
第
六
条
第
一
項
で
、
鉄
道
部
門
の
責
任
に
よ
ら

な
い
事
故
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
本
規
定
の
関
係
す
る

条
項
に
違
反
し
、
死
亡
・
傷
害
事
故
を
も
た
ら
し
た
場
合
は
す
べ
て
、
死

亡
・
傷
害
を
負
っ
た
本
人
あ
る
い
は
そ
の
所
属
す
る
『
単
位
』
の
責
任
で

あ
り
、
傷
害
者
の
医
療
費
、
入
院
期
間
の
食
費
、
死
者
の
火
葬
費
あ
る
い

は
埋
葬
費
は
、
傷
害
者
あ
る
い
は
死
者
本
人
も
し
く
は
そ
の
所
属
す
る
『
単

位
』
が
負
担
す
る
。
(
中
略
)
傷
害
に
よ
り
障
害
が
残
り
、
経
済
状
況
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
も
と
づ
き
、

鉄
道
部
門
は
事
情
を
掛
酌
し
て
五

O
な
い
し
一
五

O
元
の
『
一
時
払
い
の

救
済
費
』
を
給
付
す
る
。
死
亡
し
た
場
合
は
、
家
庭
生
活
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
確
実
な
場
合
、
鉄
道
部
門
は
事
情
を
齢
酌
し
て
八

O
な
い
し
一
五

O
元
の
火
葬
費
あ
る
い
は
埋
葬
費
を
給
付
す
る
。
さ
ら
に
事
情
を
酪
酌
し

て一

O
O
な
い
し
一
五

O
元
の
『
一
時
払
い
の
救
済
費
』
を
給
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
。
こ
れ
は
、
労
働
保
険
条
例
な
ら
び
に
同
法
実
施
細
則
で

労
働
災
害
事
故
以
外
を
原
因
と
す
る
死
亡
お
よ
び
障
害
に
対
し
て
も
、
労

働
保
険
基
金
か
ら
一
定
額
の
「
葬
儀
補
助
金
」
な
ら
び
に
「
家
族
救
済
費
」

が
給
付
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
第
二
項
で

は
「
鉄
道
部
門
の
責
任
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
死
亡
・
傷
害
事
故
の
場

合
は
す
べ
て
、
そ
の
医
療
費
、
火
葬
費
も
し
く
は
埋
葬
費
、
入
院
期
間
の

食
費
は
鉄
道
部
門
が
負
担
し
、
あ
わ
せ
て
具
体
的
な
状
況
に
も
と
づ
き
、

鉄
道
部
門
は
一
時
払
い
の
『
撫
岨
費
』
を
給
付
す
る
(
以
下
略
)
」
と
規

定
す
る
。
こ
の
「
撫
岨
費
」
は
、
労
働
保
険
条
例
な
ら
び
に
同
法
実
施
細

則
と
は
こ
と
な
り
、
「
具
体
的
な
状
況
」
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
、

す
な
わ
ち
鉄
道
部
門
の
責
任
に
よ
り
発
生
し
た
事
故
の
被
害
者
お
よ
び
そ

の
家
族
に
対
し
て
、
必
ず
払
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
具
体
的
な
状
況
」
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す

の
か
は
、
「
具
体
的
な
状
況
」
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

明
ら
か
で
は
な
い
。

①
一
九
八
三
年
七
月
一
日
施
行
の
「
中
華
人
民
共
和
国
食
品
衛
生
法
(
試

(M) 

「
行
)
」本

法
第
三
九
条
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
本
法
に
違
反
し
、
食

北法47(4・110)1076 

中
毒
事
故
も
し
く
は
そ
の
他
の
食
料
品
を
原
因
と
す
る
(
原
語
「
食
源
性
」
)

疾
患
を
も
た
ら
し
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
被
害
者
は
損
害
賠
償
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
損
害
賠
償
は

医
薬
費
、
休
業
補
償
、
生
活
補
助
費
、
葬
儀
費
、
『
遺
族
撫
岨
費
』
を
そ

の
範
囲
と
す
る
」
。
こ
こ
で
は
食
中
毒
事
故
等
の
食
品
事
故
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
遺
族
に
「
撫
悩
費
」
の
請
求
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
本

法
で
は
「
撫
憧
費
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。



以
上
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
労
働
災
害
事
故
お
よ
び
交
通
事
故
の
被
害

者
に
対
し
て
の
み
給
付
さ
れ
て
い
た
寸
撫
岨
費
」
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
、
実
定
法
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
範
囲
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務1)

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
中
国
の
学
者
の
な
か
に
は
、
前
章
に
お
い
て
検
討

し
た
交
通
事
故
の
際
に
支
払
わ
れ
る
「
撫
抽
出
費
」
、
お
よ
び
前
述
の

J
円

車
と
そ
の
他
の
車
輔
と
の
接
触
・
衝
突
お
よ
び
鉄
道
外
の
人
員
の
傷
害
・

死
亡
事
故
処
理
の
暫
定
規
定
」
に
規
定
す
る
「
撫
値
費
」
、
な
ら
び
に
、

一
九
八

O
年
九
月
一
五
日
交
通
部
公
布
・
同
年
一
一
月
一
日
施
行
の
「
水

(
日
)

路
旅
客
運
輸
規
則
」
、
一
九
八
一
年
一
一
一
月
一
八
日
公
布
の
中
国
人
民
保

{
吋
叩
)

険
公
司
「
簡
易
人
身
保
険
約
款
」
(
「
簡
易
人
身
保
険
条
款
」
)
、
一
九
八
二

年
公
布
の
同
「
団
体
人
身
突
発
事
故
傷
害
保
険
約
款
」
(
「
団
体
人
身
意
外

(

げ

)

(

同

日

)

傷
害
保
険
約
款
」
)
、
同
「
団
体
人
身
保
険
約
款
」
(
「
団
体
人
身
保
険
条
款
」
)

に
規
定
さ
れ
て
い
る
保
険
金
給
付
は
、
い
ず
れ
も
「
生
命
健
康
権
侵
害
に

お
け
る
精
神
損
害
賠
償
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
精
神
損
害
に
対
す

(
川
口
)

る
金
銭
賠
償
で
あ
る
と
と
ら
え
る
学
説
が
存
在
す
る
。

「
民
法
典
」
草
案

と
こ
ろ
で
、
改
革
開
放
政
策
実
施
後
、
民
法
通
則
制
定
ま
で
の
問
に
、

(
却
)

都
合
四
度
に
わ
た
り
民
法
典
草
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
法

典
草
案
の
具
体
的
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
今
な
お

未
公
開
で
は
あ
る
が
、
民
法
典
草
案
第
四
稿
に
つ
い
て
は
、
今
日
間
接
的

(
幻
)

な
か
た
ち
で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
民
法
典
草
案
第
四
稿
は
、

(n) 

後
に
制
定
さ
れ
る
民
法
通
則
の
基
礎
と
な
っ
た
草
案
で
あ
る
が
、
そ
の
第

四
三
一
条
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
公
民
の
姓
名
権
、
名
誉
権
、

栄
誉
権
、
肖
像
権
な
ど
の
人
身
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
害
者
は
、

侵
害
の
停
止
、
影
響
の
除
去
、
そ
の
他
の
民
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が

(
幻
)

で
き
る
」
。
こ
こ
に
い
う
「
そ
の
他
の
民
事
責
任
」
が
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
、
は
た
し
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
も
そ
の
範
囲
と
し

(
M
M
)
 

て
い
る
の
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
民
法
典
レ
ヴ
ェ
ル
で
精
神
損
害
に
対

す
る
金
銭
賠
償
を
明
文
化
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
こ
の
民
法
典
草
案
は
、
実
際
に
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
実
際
の
紛
争
解
決
の
際
に
は
人
民
法
院
は
こ
の
草
案
を
参
照
す
る
こ

(
お
)

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
「
公
民
の
姓
名
権
、
名
誉
権
、
栄

誉
権
、
肖
像
権
な
ど
の
人
身
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
」
の
紛
争
を
処
理
す

る
際
に
は
、
民
法
典
草
案
第
四
二
二
条
に
し
た
が
っ
た
紛
争
の
処
理
が
な

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
法
律
・
行
政
規
章
お
よ

び
民
法
典
草
案
第
四
三
一
条
が
カ
ヴ
7

ー
す
る
範
囲
外
に
あ
る
人
身
権
・

人
格
権
侵
害
紛
争
に
お
い
て
、
は
た
し
て
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償

が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
、
「
そ
の
他
の
民
事
責
任
」
の
内
容
が
定
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か
で
な
く
、
ま
た
実
際
の
紛
争
処
理
例
も
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
不

明
で
あ
る
。

司
法
解
釈

改
革
開
放
政
策
実
施
後
に
公
布
さ
れ
た
司
法
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
「
規
範
性
司
法
解
釈
」
に
は
、
一
九
七
九
年
二
月
二
日
の
最
高
人

民
法
院
「
民
事
政
策
法
律
の
執
行
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
」

(
お
)

(
「
関
於
貫
徹
執
行
民
事
政
策
法
律
的
意
見
」
)
お
よ
び
一
九
八
四
年
八
月

一二

O
臼
の
最
高
人
民
法
院
「
民
事
政
策
・
法
律
の
執
行
を
貫
徹
す
る
若
干

の
問
題
に
関
す
る
意
見
」
(
「
関
於
貫
徹
執
行
民
事
政
策
法
律
若
干
問
題
的

(
幻
)

意
見
」
)
の
ふ
た
つ
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
前
述
六
三
年
「
意

見
」
と
は
異
な
り
、
損
害
賠
償
に
関
す
る
規
定
を
独
立
し
て
設
け
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
「
意
見
」
に
お
い
て
も
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
に
関
し
て
の
規
定
は
お
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
公
布

さ
れ
た
「
批
復
性
司
法
解
釈
」
に
お
い
て
も
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭

賠
償
に
関
係
す
る
と
恩
わ
れ
る
規
定
、
お
よ
び
「
撫
岨
費
」
に
関
す
る
規

定
を
有
す
る
も
の
は
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
、
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

四五

民

法

通

則

「
法
律
・
行
政
法
規
お
よ
び
行
政
規
章
」
で
み
た
「
撫
岨
費
」
の
適
用

九
J¥ 

北法47(4・112)1078 

範
囲
の
拡
大
化
の
傾
向
は
、
こ
の
後
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ
、

(
お
)

七
年
に
施
行
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則
」
で
ひ
と
つ
の
帰
結

を
み
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
通
則
第
一
二

O
条
は
「
公
民
の
姓
名
権
、
肖

像
権
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
が
侵
害
を
受
け
た
場
合
は
、
侵
害
の
停
止
、
影

響
の
除
去
、
謝
罪
を
要
求
す
る
権
利
を
有
し
、
あ
わ
せ
て
損
失
の
賠
償
を

(
却
)

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
際

に
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
認
め
た
も
の
と
解
し
う
る
「
画
期

(
初
)

的
な
」
規
定
を
設
け
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
同
第
一
一
九
条

で
は
「
公
民
の
身
体
を
侵
害
し
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
き
は
、
医
療
費
・
休

業
に
よ
り
減
少
し
た
収
入
・
身
体
障
害
者
の
生
活
補
助
費
等
の
費
用
を
賠

償
す
る
べ
き
で
あ
る
。
死
亡
さ
せ
た
と
き
は
、
あ
わ
せ
て
葬
儀
費
・
死
者

が
生
前
扶
養
し
て
い
た
人
の
必
要
な
生
活
費
等
の
費
用
を
支
払
う
べ
き
で

あ
る
」
と
し
て
、
生
命
健
康
権
侵
害
に
際
し
て
は
、
精
神
損
害
に
対
す
る

金
銭
賠
償
は
も
ち
ろ
ん
、
「
撫
岨
費
」
の
給
付
さ
え
も
認
め
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
理
論
上
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て
き
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金

銭
賠
償
が
、
公
民
の
姓
名
権
、
白
像
権
、
名
誉
権
、
栄
誉
権
が
侵
害
さ
れ

た
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
(
も
っ
と
も
、
こ
れ
以
前
は
財
産

損
害
を
と
も
な
わ
な
い
人
身
権
・
人
格
権
侵
害
事
件
は
人
民
法
院
で
は
受

理
さ
え
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
)
、
民
事
関
係
全
般
を
規
律
す
る
民
法
通
則
に
、

(
幻
)

明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
た
意
味
は
大
き
い
。
次
節
で
は
民
法
通
則
第
一



二
O
条
制
定
を
め
ぐ
る
法
理
論
の
変
化
を
検
討
す
る
。

第
二
節

法
理
論
の
変
化
|
|
民
法
通
則
第
一
二

O
条
の
立
法
を
め

ぐ
っ
て

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と笑顔1)

民
法
通
則
第
一
二

O
条
が
制
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
ほ

と
ん
ど
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
案
審
議
段
階
で
の
議
論
に

関
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い

く
つ
か
の
論
文
か
ら
は
、
民
法
通
則
第
二
一

O
条
の
制
定
に
際
し
て
、

「
十
年
動
乱
」
と
い
わ
れ
た
文
化
大
革
命
の
影
響
が
相
当
大
き
く
作
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
五

0
年
代
後
半
か
ら
中
国
全
土
を

席
巻
し
た
寸
共
産
風
」
(
す
べ
て
を
共
有
と
す
る
や
り
方
)
や
「
平
調
風
」

(
食
糧
や
現
金
分
配
の
平
均
化
と
公
共
事
業
の
た
め
の
労
働
力
、
物
資
の

無
償
調
達
の
極
端
な
平
均
主
義
)
、
と
り
わ
け
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る

「
公
民
の
人
身
、
人
格
、
財
産
お
よ
び
自
由
が
ほ
し
い
ま
ま
に
虐
げ
ら
れ
、

探
聞
」
さ
れ
た
と
い
う
「
歴
史
の
深
刻
な
教
訓
の
総
括
」
か
ら
、
「
公
民

お
よ
び
法
人
の
法
に
か
な
っ
た
権
利
利
益
が
侵
犯
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
我
が
国
の
法
律
の
最
も
重
要
な
基
本
原
則
と
し
て
規
定
さ
れ
た
」
と

(
辺
)

い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
歴
史
の
深
刻
な
教
訓
の
総
括
」
か
ら
、
法
理
論

も
ま
た
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
肯
定
へ
と
方
向
を
一
八

O
度
転

換
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
転
換
を
念
頭
に
お
き
、
以
下
で
は
、
ま
ず
か
つ
て

の
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
否
定
論
に
対
す
る
反
論
を
概
観
し
、

と
の
よ
う
な
理
由
で
否
定
論
が
否
定
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
を

ふ
ま
え
て
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
肯
定
論
が
ど
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
否
定
論
に
対
す
る
反
論

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
肯
定
す
る
論
者
は
、
ま
ず
前
章
で
み

た
否
定
説
の
論
拠
に
対
し
て
反
論
を
加
え
る
。

ま
ず
、
「
人
格
の
商
品
化
否
定
説
」
お
よ
び
「
道
徳
違
反
説
」
に
対
し

て
は
、
次
の
よ
う
に
反
駁
す
る
。

①
「
人
格
の
商
品
化
否
定
説
」
は
「
人
格
権
の
物
質
化
と
人
体
の
物
質

化
と
の
混
同
」
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
寸
社
会
主
義
の
下
で
は
、

人
は
商
品
と
は
な
り
得
ず
、
人
の
価
値
も
ま
た
商
品
と
い
う
概
念
で
は
は

か
り
得
な
い
が
、
し
か
し
人
身
が
も
た
た
ら
す
各
種
の
利
益
は
財
産
関
係

と
宿
接
に
関
係
し
て
い
る
」
。
た
と
え
ば
、
「
精
神
労
働
は
精
神
製
品
を
創

造
し
得
る
の
み
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
精
神
的
な
方
法
を
用
い
て
の
み
評
価

あ
る
い
は
補
償
し
得
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
頭
脳
労
働
に
従
事

す
る
者
は
物
質
上
の
報
酬
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
存
在
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す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
能
と
な
る
」
。
こ
の
よ
う
な
実
生
活
上
と
の
矛
盾

(
お
)

を
指
摘
す
る
。

②
精
神
損
害
の
結
果
は
「
非
財
産
的
損
害
」
の
み
に
あ
ら
わ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
人
の
容
貌
、
生
理
器
官
を
傷
つ
け
た
場
合
、

「
現
状
回
復
は
(
一
般
的
に
)
不
可
能
で
あ
り
、
彼
(
彼
女
)
に
終
生
の

苦
痛
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
。
と
く

に
モ
デ
ル
、
俳
優
の
よ
う
な
「
専
門
的
な
要
求
を
備
え
て
い
る
者
の
容
貌

(
泌
)

を
致
損
し
た
場
合
は
、
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
も
た
ら
す
」
。
あ
る
い
は

次
の
よ
う
に
い
う
。
「
公
民
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
あ
る
公
民
の
良
い

評
判
は
公
民
本
人
が
皆
の
尊
敬
や
信
頼
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
就
職
、
昇

進
、
金
銭
貸
借
等
の
日
常
生
活
面
に
お
い
て
も
よ
い
条
件
を
も
た
ら
し
、

(
お
)

さ
ら
に
多
く
の
物
質
的
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
」
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
一
定
の
条
件
下
に
お
い
て
は
、
現
に
精
神
利
益
は

物
質
利
益
を
も
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償

(
お
)

を
認
め
て
も
、
人
格
の
商
品
化
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
れ

は
精
神
損
害
も
ま
た
金
銭
に
換
価
で
き
る
、
あ
る
い
は
金
銭
賠
償
を
も
っ

て
影
響
の
除
去
が
可
能
で
あ
る
と
の
反
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
狭
義
の

補
償
不
能
説
」
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
反
論
で
も
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

③
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
の
一
説
を
し
て
否
定
論
者
は
そ
の
根
拠
と
す
る

が
、
マ
ル
ク
ス
は
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
可
否
に
つ
い
て
は
言

及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
『
西
欧
各
国
の
文
献
お
よ
び
経
験
の
う
ち
、
労

働
人
民
の
利
益
と
な
る
も
の
す
べ
て
を
吸
収
せ
よ
』
と
レ

1
ニ
ン
は
指
摘

す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
資
本
主
義
法

の
下
で
の
制
度
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
余
地
は
充
分
に
あ

(
幻
)
る。
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④
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
、
東
欧
の
社
会
主
義
諸
国
で
は
現

に
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
は
社
会
主
義
法
固
有
の
も
の

で
は
な
く
、
社
会
主
義
法
の
下
で
も
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
充

(
お
)

分
に
肯
定
す
る
余
地
は
あ
る
。

ま
た
、
「
補
償
不
能
論
」
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

⑤
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
「
完
全
賠
償
」
す
る
必
要
は
な
く
、

(
犯
)

「
相
当
賠
償
」
で
よ
い
。
こ
れ
は
「
精
神
損
害
を
金
銭
に
換
算
す
る
こ
と

は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
不
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
「
算
定
不
能
説
」

に
対
す
る
批
判
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
算
定
不
能
説
」
の
根
底
に

は
「
完
全
賠
償
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
流
れ
て
い
る
が
、

こ
の
反
論
は
そ
の
点
を
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
寸
算

定
不
能
説
」
の
い
う
、
そ
も
そ
も
精
神
損
害
は
完
全
に
は
換
価
し
得
な
い

点
を
認
め
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
な
反
論
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
可
能
性
を
説
く
者
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
精
神
利
益
に
対
す
る
物
質
評
価
は
財
産
利
益
に
対
す
る
物
質
評
価
の
よ



う
に
数
学
的
公
式
を
用
い
て
正
確
に
計
算
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
両
者
の

評
価
の
仕
方
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
み
で
あ
り
、
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こ
の
こ
と
を
も
っ
て
こ
の
種
の
評
価
(
侵
害
さ
れ
た
精
神
利
益
)
の
存
在

(
刊
)

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
⑤
法
の
実
効
性
・
強
制
力
を
問
題
に
す
る

者
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
「
『
侵
害
の
停
止
、
影
響
の
除
去
、
名
誉
の
回
復
、

謝
罪
の
要
求
』
等
の
手
段
は
す
べ
て
強
制
力
を
有
す
る
が
、
し
か
し
問
題

は
こ
れ
ら
の
制
裁
方
法
が
ひ
と
た
び
当
事
者
に
拒
絶
さ
れ
る
、
あ
る
い
は

何
度
注
意
し
て
も
改
め
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
司
法
機
関
は
そ
の
他
の

有
効
な
措
置
を
採
用
し
て
加
害
者
に
実
施
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
法
律
の
威
力
は
弱
め
ら
れ
、
法
律
は
大
衆
が
非
難
す
る

よ
う
な
『
な
ま
は
ん
か
な
も
の
』
あ
る
い
は
『
豆
腐
法
』
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
し
て
、
金
銭
給
付
の
場
合
の
実
効
性
・
強
制
力
に
注
目
し
、
そ
の

(
H
U
)
 

必
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑦
精
神
損
害
に
対
し
て
謝
罪
、
影

響
の
除
去
等
の
み
を
採
用
す
る
の
で
は
、
被
害
者
の
被
っ
た
損
失
を
完
全

(
位
)

に
賠
償
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
名
誉
権
等
の
人
格
権
侵
害
に
対
し
て
は
金
銭
賠
償
以
外
に
そ
の
回
復

方
法
は
な
い
と
い
う
考
え
が
流
れ
て
い
る
。

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
肯
定
論
の
展
開

以
上
の
よ
う
な
否
定
説
に
対
す
る
反
論
を
ふ
ま
え
、
肯
定
論
は
以
下
の

よ
う
に
そ
の
学
説
を
展
開
す
る
(
な
お
、
以
下
の
学
説
は
、
民
法
通
則
第

一
二

O
条
に
規
定
さ
れ
る
人
格
権
侵
害
に
関
す
る
規
定
を
念
頭
に
お
い
て

の
議
論
で
あ
る
)
。

①
懲
罰
機
能
説

こ
れ
は
日
本
の
慰
謝
料
の
性
質
に
関
し
て
い
わ
れ
る
「
制
裁
説
」
と
向

様
で
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
損
害
賠
償
の
色
彩
を
有
す
る
一

種
の
刑
罰
で
あ
り
、
行
為
の
違
法
性
お
よ
び
将
来
の
同
種
の
事
件
の
発
生

の
予
防
を
目
的
と
す
る
た
め
に
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
と
は
、
「
不
法
行
為
の

具
有
す
る
杜
会
的
非
難
可
能
性
を
そ
の
根
拠
と
し
、
よ
っ
て
、
行
為
者
の

主
観
的
過
失
を
強
調
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
寸
特
に
行
為
者
の
故
意
・
重

(
日
目
)
(
必
)

過
失
」
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
説
の
根
底
に
は
「
こ

の
種
の
違
法
行
為
(
人
格
権
侵
害
行
為
)
が
被
害
者
に
不
幸
あ
る
い
は
苦

痛
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
(
加
害
行
為
が
)
刑
事
責
任
を
負
う
ほ
ど
の

程
度
で
な
い
場
合
、
被
害
者
は
訴
え
で
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
が
し
ば
し

(
必
)

ば
で
あ
る
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
と
い
う
問
題
認
識
が
存
在
す
る
。
こ
の

問
題
認
識
に
は
、
文
化
大
革
命
期
の
反
省
と
い
う
側
面
が
強
く
感
じ
ら
れ

る。

北法47(4・115)1081 



研究ノート

(
必
)

懲
罰
機
能
説
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
懲

罰
機
能
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
、
民
事
責
任
制
度
の
範
時
を
越
え
る

こ
と
。
損
害
賠
償
が
保
険
で
ま
か
な
わ
れ
た
場
合
、
保
険
会
社
の
代
位
賠

償
を
懲
罰
機
能
の
あ
ら
わ
れ
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
。
無
過
失
責
任
を
採

用
す
る
海
外
の
一
部
の
国
家
の
場
合
、
こ
れ
に
懲
罰
機
能
が
与
え
ら
れ
て

い
る
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
。
ま
た
、
懲
罰
機
能
を
過
度
に
強
調
す
る
あ

ま
り
、
「
被
害
者
の
失
っ
た
利
益
に
対
す
る
考
慮
が
軽
視
さ
が
ち
」
と
な

る
た
め
に
、
「
明
ら
か
に
被
害
者
の
法
に
か
な
っ
た
権
利
利
益
の
保
護
に

(
灯
)

プ
ラ
ス
と
な
ら
な
い
こ
と
」
。

②
補
償
機
能
説

こ
れ
は
、
算
定
が
物
質
的
損
害
と
は
異
な
り
、
金
額
で
表
示
し
に
く
い

も
の
の
、
そ
の
本
質
は
損
害
の
賠
償
で
あ
る
と
す
る
、
日
本
の
慰
謝
料
の

性
質
に
つ
い
て
の
通
説
で
あ
る
「
賠
償
説
」
に
等
し
い
。

こ
の
説
は
、
ま
ず
近
代
法
に
お
け
る
「
刑
事
責
任
・
民
事
責
任
の
分
離
」

の
原
則
、
お
よ
び
「
民
法
の
責
任
制
度
は
被
害
者
の
被
っ
た
損
失
を
補
償

(
必
)

す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る
」
こ
と
を
そ
の
前
提
に
す
る
。
こ
れ
は
「
懲

罰
機
能
説
」
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
。
そ
の
上
で
、
「
精
神
損
害
の
物

質
賠
償
は
被
害
者
が
被
っ
た
精
神
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

て
、
他
方
加
害
者
の
懲
罰
は
刑
法
お
よ
び
そ
の
他
の
法
律
に
帰
属
す
る
べ

(
川
叩
)

き
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
人
身
損
害
で
あ
れ
人
格
侵
害
で
あ
れ
、

損
害
と
し
て
は
、
本
質
上
は
相
等
し
い
も
の
で
あ
り
、
た
だ
表
現
の
形
態

(
有
形
か
無
形
か
)
が
こ
と
な
る
だ
け
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
精
神
損
害
の

賠
償
制
度
も
ま
た
(
財
産
損
害
の
賠
償
制
度
と
)
同
様
に
損
害
を
補
償
す

(
切
)

る
作
用
を
果
た
す
の
で
あ
る
」
(
括
弧
は
引
用
者
)
と
し
て
、
「
損
害
と
は

財
産
上
の
損
害
に
限
る
」
と
い
う
旧
来
の
通
説
に
対
し
て
論
駁
し
、
精
神

損
害
と
い
う
「
非
財
産
的
損
害
」
に
対
す
る
賠
償
を
正
面
か
ら
肯
定
し
ょ

(
日
)

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

補
償
機
能
説
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
旧
来
の
「
算
定
不
能
説
」
が
精
神

損
害
そ
の
も
の
は
肯
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
容
易
に
受
け
入

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
人
身
利
益
と
人
格
利
益

を
簡
単
に
同
一
視
し
、
単
純
に
民
事
責
任
の
補
償
性
を
強
調
し
、
法
律
が

人
格
権
の
保
護
に
対
し
何
故
に
一
般
に
加
害
者
に
過
失
が
有
す
る
こ
と
を

(
臼
)

原
則
と
し
て
い
る
か
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
た
だ

単
純
に
民
事
責
任
の
補
償
性
と
い
う
こ
聞
を
強
調
し
、
民
事
責
任
が
な
お

(
臼
)

も
有
す
る
懲
罰
性
の
一
面
を
軽
視
し
す
ぎ
る
」
と
の
批
判
も
存
在
す
る
。

③
満
足
機
能
説

精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
目
的
を
「
賠
償
」
に
求
め
ず
に
、
被

害
者
の
精
神
面
に
満
足
感
を
与
え
、
も
っ
て
苦
痛
を
除
去
す
る
点
に
求
め

る
学
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
精
神
損
害
賠
償
の
目
的
は
被
害
者
の
心
理

的
平
衡
を
満
足
さ
せ
る
点
に
あ
」
り
、
「
被
害
者
の
被
っ
た
苦
痛
に
一
定
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の
金
銭
補
償
を
給
付
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
被
害
者
に
物
質
上
の
補
償
を

獲
得
さ
せ
る
と
同
時
に
、
一
種
の
心
理
上
の
満
足
感
を
生
み
出
し
、
そ
の

(
日
)

苦
痛
の
中
か
ら
解
き
放
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ
の
説
は
、
精
神
損
害

に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
目
的
を
「
非
財
産
上
の
損
失
の
補
償
」
に
あ
る
の

(
日
)

で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
旧
来
か
ら
の
「
財
産
上
の
損
失
」
と
い
う
賠
償

範
囲
の
限
定
に
抵
触
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
支
持
を
得
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
満
足
機
能
説
は
寸
精
神
損
害
に
対
す
る
賠
償
は
、
財

産
損
害
の
よ
う
な
被
害
者
の
被
っ
た
損
害
に
相
応
す
る
等
価
賠
償
で
は
な

い
と
い
う
点
を
明
確
に
し
て
い
る
」
と
同
時
に
、
「
満
足
と
い
う
概
念
に

お
い
て
は
、
人
格
利
益
は
人
身
あ
る
い
は
財
産
利
益
と
同
じ
で
は
な
い
と

い
う
点
、
お
よ
び
感
情
あ
る
い
は
心
理
上
の
損
失
の
特
性
に
充
分
注
意
が

払
わ
れ
て
」
お
り
、
「
満
足
機
能
説
の
主
張
は
比
較
的
合
理
的
で
あ
る
」

(
日
)

と
い
う
。
し
か
し
、
満
足
機
能
説
に
対
し
て
は
、
「
被
害
者
の
生
理
上
精
神
上
に

苦
痛
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
」
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
精

神
損
害
賠
償
が
被
害
者
の
健
康
権
侵
害
と
い
、
つ
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
」
、

「
精
神
損
害
賠
償
は
わ
ず
か
に
被
害
者
の
心
理
上
の
需
要
の
満
足
お
よ
び

被
害
者
の
苦
痛
の
消
去
が
唯
一
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
批
判
が
存

(
幻
)

在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
精
神
損
害
賠
償
の
解
釈
に
た
て
ば
、

(
四
国
)

次
の
よ
う
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
第
一
に
、
同
程
度
の
不
法
行

為
に
よ
り
精
神
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
あ
る
者
に
は
軽
微
な
苦
痛
し
か
生

じ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
全
く
精
神
的
苦
痛
が
生
じ
な
か
っ
た
も
の
の
、

他
の
者
の
場
合
に
は
比
較
的
重
大
な
精
神
的
苦
痛
を
生
じ
る
な
ど
、
被
害

者
聞
の
格
差
が
大
き
い
場
合
が
あ
る
。
第
二
に
、
被
害
者
が
そ
の
場
に
存

在
し
な
い
公
開
の
場
で
侵
害
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
被
害
者
本
人
は
侵
害

行
為
そ
の
も
の
を
知
ら
ず
、
当
然
精
神
的
苦
痛
を
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。

第
一
の
場
合
に
は
、
た
だ
で
さ
え
統
一
的
・
客
観
的
評
価
が
困
難
な
精

神
損
害
賠
償
が
よ
り
困
難
に
な
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
不
公
平
な
現
象

が
形
成
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等
、
法
の
公
平
性
の
原
則
に
反
す
る
と
の
問

題
が
発
生
す
る
。
ま
た
第
二
の
場
合
に
は
、
被
害
者
が
権
利
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
被
害
者
の
人
格
利
益
の
保
護
が
で
き

な
く
な
る
と
と
も
に
、
加
害
者
の
加
害
行
為
の
抑
制
が
で
き
な
く
な
り
、

「
社
会
秩
序
の
安
定
お
よ
び
社
会
の
善
良
な
風
俗
の
確
立
に
プ
ラ
ス
と
な

ら
な
い
凡

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
複
数
機
能
説
、
克
服
機
能
説
、
調
整
機
能
説
が
あ

(
関
)

げ
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
単
な
る
外
国
法
理
論
の
紹
介

で
あ
り
、
中
国
法
学
界
で
主
張
さ
れ
て
は
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛

北法47(4・117)1083

す
る
。以
上
の
よ
う
な
学
説
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
今
日
で
は
懲
罰
機
能
説
、

補
償
機
能
説
お
よ
び
満
足
機
能
説
の
併
合
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
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で
あ
る
。
こ
れ
は
「
刑
事
・
民
事
責
任
の
未
分
離
」

意
識
と
も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
法
領
域
に
お
い
て

会
秩
序
の
安
定
」
が
法
の
使
命
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
た
め
法
に
違
反

し
た
者
の
「
教
育
」
、
「
処
罰
ヘ
「
制
裁
」
あ
る
い
は
「
予
防
」
と
い
う
機

能
が
必
ず
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
「
懲
罰
的
機
能
」
が
多
か
れ
少
な
か

れ
、
必
ず
作
用
す
る
と
い
う
認
識
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
一
般
に
は
精
神

損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
性
質
は
次
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

「
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
と
は
、
被
害
者
に
対
す
る
一
種
の
補
償

お
よ
び
『
撫
悩
』
で
あ
る
と
と
も
に
、
不
法
行
為
者
に
対
す
る
一
種
の
制

(ω) 

裁
で
も
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は
「
補
償
」

と
い
う
補
償
機
能
、
「
撫
他
」
と
い
う
満
足
機
能
、
「
制
裁
」
と
い
う
懲
罰

機
能
を
兼
ね
揃
え
た
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と

つ
中
国
人

「 σ〉
社法

註(
1
)
鈴
木
賢
「
中
国
に
お
け
る
民
法
通
則
制
定
と
そ
の
背
景
・
ご

法
時
六

O
巻
三
号
七

O
頁。

(2)
趨
震
江
主
編
『
中
国
法
制
四
十
年
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九

九
O
年
)
二
四
二

i
三
頁
参
照
。

(
3
)
鈴
木
賢
「
中
国
に
お
け
る
民
法
通
則
制
定
と
そ
の
背
景
・
一
二
」

法
時
六
O
巻
六
号
六
人
頁
。

(
4
)
貌
傑
主
編
『
社
会
主
義
市
場
経
済
理
論
・
制
度
・
体
制
』

(
高
等

教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
四
七

1
八
頁
。

(
5
)
貌
傑
・
前
掲
註

(
4
)
四
八
頁
。
な
お
、
「
中
国
共
産
党
第
十
一

届
中
央
委
員
会
第
三
次
全
体
会
議
公
報
」
中
共
中
央
文
献
研
究
室

編
『
三
中
全
会
以
来
|
重
要
文
献
選
編
|
上
』
(
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
)
七
頁
が
そ
の
根
拠
と
思
わ
れ
る
。

(
6
)
八
三
年
末
に
は
全
国
の
農
家
の
九
八
%
以
上
が
何
ら
か
の
生
産

高
リ
ン
ク
請
負
制
を
導
入
し
、
そ
の
う
ち
農
家
生
産
高
リ
ン
ク
請

負
責
任
制
の
占
め
る
割
合
が
九
四
・
五
%
、
八
四
年
末
に
は
そ
の

数
は
九
六
・
六
%
に
ま
で
達
し
た
。
貌
傑
・
前
掲
註

(
4
)
四
九

頁
参
照
。

(
7
)
貌
傑
・
前
掲
註

(
4
)
四
九
頁
。

(
8
)

一
九
八
四
年
一

O
月
二

O
日
第
一
一
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全

体
会
議
採
択
。
『
一
一
期
三
中
全
会
以
来
重
要
文
献
選
読
・
下
冊
』

(
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
七
六
六
頁
。

(
9
)
鈴
木
・
前
掲
註

(
3
)
六
八
頁
。

(
叩
)
鈴
木
・
前
掲
註

(
3
)
六
八
頁
。

(
日
)
そ
の
結
果
、
国
家
計
画
委
員
会
の
指
令
性
計
画
工
業
製
品
品
目
は
、

八
四
年
の
一
二

0
種
類
か
ら
八
六
年
の
五

0
種
類
に
ま
で
減
少
し
、

地
方
が
下
達
す
る
指
令
性
計
画
工
業
製
品
品
目
も
同
様
に
減
少
し

た
。
ま
た
、
国
家
が
統
一
的
に
分
配
す
る
物
資
も
、
八
四
年
の
二

五
九
種
類
か
ら
八
六
年
の
二
六
種
類
に
ま
で
減
少
し
、
そ
の
他
の

大
部
分
は
市
場
に
よ
り
調
整
お
よ
び
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
ロ
)
法
律
は
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
同
常
務
委
員
会
が
、
行
政

北法47(4・118)1084 



中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

法
規
は
国
務
院
が
、
行
政
規
章
は
国
務
院
の
各
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ

制
定
・
公
布
し
た
規
範
性
文
件
で
あ
る
。

(
日
)
一
九
七
九
年
七
月
二
ハ
日
国
務
院
公
布
・
施
行
。
『
中
華
人
民
共

和
国
法
律
全
書
』
(
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
一
六
五
七

頁。

(
は
)
一
九
八
二
年
一
一
月
一
九
日
第
五
期
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務

委
員
会
第
二
五
閉
会
議
採
択
、
同
日
全
国
人
民
大
表
大
会
常
務
委

員
会
令
第
一
二
号
公
布
、
一
九
八
三
年
七
月
一
日
施
行
。
前
掲
註

(
日
)
二

O
O
八
頁
。

(
日
)
『
中
華
人
民
共
和
国
法
律
法
規
全
書
(
第
八
巻
)
』
(
中
国
民
主
法

制
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
五
九
三
頁
。

(
日
)
前
掲
註
(
日
)
七
一
五
頁
。

(
口
)
前
掲
註
(
日
)
七
二
九
頁
。

(
時
)
前
掲
註
(
日
)
七
三
二
具
。

(
四
)
王
利
明
『
人
格
権
法
新
論
』
(
士
口
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)

六
七
三
一
員
。
な
お
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
金

銭
給
付
を
も
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
に
含
め
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
却
)
越
震
江
・
前
掲
註

(
2
)
二
四
二
頁

(
幻
)
野
村
好
弘
「
中
国
に
お
け
る
民
法
典
立
法
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
コ
一

六
巻
六
l
一
二
号
、
メ
汁
同
弘
之
め
ト
与
口
。
2

0』
リ
コ
尚
、
。
q
h
吋
h

b
河
弘
、
叫
d
n』『て
ι「

h
n
o
u
~山

Q
C
2同』
h
w

∞N」
O
可
吋
見
町
、
問
。
、
h
同
勾
hi

』

vq匂
ト
h
h
a
O可
町
民
H
2
h
J
河
『
〈
】
巾
垣
氏

m
c円
5
2
2
「
白
者
同
。

(H
∞∞品)・

官
同
)
'
]
{
φ
ω
l
N
品
叶

(
幻
)
陶
希
晋
「
談
談
民
法
通
則
的
制
定
及
其
他
」
法
学
季
刊
一
九
八

六
年
第
三
期
四
頁
。

(
お
)
和
訳
は
野
村
好
弘
「
中
国
に
お
け
る
民
法
典
立
法
〔
三
〕
」
法
律

の
ひ
ろ
ば
三
六
巻
八
号
六
六
頁
に
よ
っ
た
。
な
お
、
楊
立
新
守
民

法
判
解
研
究
与
適
用
』
(
中
国
検
察
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
一
一
一
一

四
頁
に
原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(
出
)
楊
立
新
・
前
掲
註
(
幻
)
二
三
四
頁
は
、
「
そ
の
他
の
民
事
責
任
」

に
精
神
損
害
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
含
ま
れ
る
と
す
る
。

(
お
)
野
村
好
弘
「
中
国
に
お
け
る
民
法
典
立
法
〔
二
」
法
律
の
ひ
ろ

ば
三
六
巻
六
号
六

O
頁。

(
お
)
辛
茄
他
主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
法
律
立
法
司
法
解
釈
案
例
大

全
』
(
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
1
年
)
一

O
五
頁
以
下
。

(
幻
)
前
掲
註
(
お
)
一
一
一
一
頁
以
下
。

(
お
)
一
九
八
六
年
四
月
二
一
日
第
六
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
四
回

会
議
採
択
・
公
布
、
一
九
八
七
年
一
月
一
日
施
行
。
前
掲
註
(
日
)

二
二
五
頁
以
下
。

(
却
)
和
訳
は
宮
坂
弘
編
訳
『
現
代
中
国
法
令
集
』
(
専
修
大
学
出
版
局
、

一
九
九
三
年
)
に
よ
っ
た
。
以
下
民
法
通
則
の
条
文
和
訳
は
基
本

的
に
は
本
書
に
よ
る
。

(
却
)
梁
慧
星
「
我
国
民
法
的
基
本
原
則
」
中
外
法
学
一
九
八
七
年
第

四
期
六
頁
他
。

(
訂
)
梁
慧
星
「
民
法
通
則
対
原
来
民
法
理
論
的
突
破
」
複
印
報
刊
資

北法47(4・119)1085 
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料
・
法
学
一
九
八
六
年
第
一
一
期
九
二
貝
で
は
、
通
則
第
一
二

O

条
は
寸
旧
来
の
原
理
の
精
神
損
害
に
は
金
銭
賠
償
を
適
用
し
な
い

と
い
う
時
代
遅
れ
な
観
点
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。

(
詑
)
梁
慧
星
・
前
掲
註
(
叩
)
六
頁
。
同
旨
・
貌
振
滅
・
張
尚
平
二

部
関
係
国
民
経
済
発
展
和
公
民
切
六
身
利
益
的
基
本
法
|
|
介
紹

〈
中
華
人
民
共
和
国
民
法
通
則

V
」
民
主
与
法
制
一
九
八
六
年
第

五
期
七
頁
。

(
お
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
叩
)
六
五
六
頁
。

(M)
曹
康
「
精
神
損
害
賠
償
初
探
」
政
法
論
壇
一
九
八
七
年
第
四
期

三
四
頁
。

(
お
)
王
啓
庭
・
王
鳳
紅
「
対
精
神
損
害
賠
償
的
探
討
」
中
国
法
学
一

九
九

O
年
第
六
期
一

O
九
頁
。

(
お
)
銚
水
斌
「
関
於
精
神
損
害
賠
償
的
有
関
問
題
之
我
見
」
政
法
論

壇
一
九
九
三
年
第
六
期
四
一
頁
。

(
幻
)
歯
日
康
・
前
掲
註
(
泊
)
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
お
)
曹
康
・
前
掲
註
(
鈍
)
一
一
一
一
一
一
頁
。

(
却
)
今
関
華
「
試
論
精
神
損
害
賠
償
数
額
的
確
定
問
題
」
法
学
研
究

一
九
八
九
年
第
三
期
六
五
頁
。

(
刊
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
印
)
六
五
七
真
。

(
幻
)
王
啓
庭
「
略
談
精
神
損
害
物
質
賠
償
的
立
法
依
拠
」
現
代
法
学

一
九
九

O
年
第
五
期
六
九
頁
。

(
位
)
王
前
生
「
精
神
損
害
賠
償
之
我
見
」
復
印
報
刊
資
料
・
法
学
一

九
九

O
年
第
一
期
九
九
頁
。

(
日
)
申
政
武
「
論
人
格
権
及
人
格
損
害
的
賠
償
」
複
印
報
刊
資
料
・

法
学
一
九
九

O
年
第
四
期
七
二
頁
、
王
利
明
・
前
掲
註
(
叩
)
六

五
八
頁
。

(
叫
)
張
新
宝
「
関
於
侵
権
行
為
的
若
干
基
本
問
題
研
討
」
複
即
報
刊

資
料
・
法
学
一
九
九
三
年
第
五
期
九
二
頁
で
は
、
「
民
法
通
則
は
懲

罰
的
賠
償
に
関
す
る
専
門
規
定
を
有
し
て
い
な
い
」
が
、
「
あ
る
種

の
悪
意
的
不
法
行
為
に
対
し
、
そ
の
情
状
が
悪
劣
で
影
響
が
き
わ

め
て
重
大
な
場
合
」
に
は
「
適
当
な
額
の
懲
罰
的
賠
償
の
判
決
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
民
法
通
則
に
規
定
す
る
「
損
失

の
賠
償
」
は
「
実
際
の
損
失
の
賠
償
を
含
む
だ
け
で
な
く
、
あ
る

種
の
特
定
の
事
件
に
お
け
る
懲
罰
的
賠
償
を
も
含
む
」
と
解
釈
す

る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

(
必
)
曹
康
・
前
掲
註
(
鈍
)
三
一
一
一
頁
。

(
必
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
日
)
七
三
頁

(
灯
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
叩
)
六
六
一
頁
。

(
必
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
川
町
)
七
三
頁
。

(
羽
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
四
)
六
五
九
頁
。

(
印
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
日
)
七
三
頁
。

(
日
)
な
お
、
補
充
性
を
強
調
す
る
学
説
と
し
て
、
王
勇
亮
「
論
精
神

損
害
補
償
額
的
確
定
方
法
」
複
即
報
刊
資
料
・
法
学
一
九
八
八
年

第
二
期
八
七
頁
以
下
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
臼
)
申
政
武
・
前
掲
註

(
M
M
)

七
三
頁
。

(
臼
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
刊
日
)
六
六
二
一
頁
。
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(
日
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
凹
)
六
六
二
一
頁
。

(
日
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
日
)
七
三
頁
。

(
日
)
申
政
武
・
前
掲
註
(
招
)
七
三
l
四。

(
片
山
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
印
)
六
六
二
頁
。

(
印
)
王
利
明
・
前
掲
註
(
凹
)
六
六
二
頁
。

(
印
)
た
と
え
ば
、
申
政
武
・
前
掲
註
(
日
)

掲
註
(
印
)
六
六
O
頁。

(ω)
王
利
明
・
前
掲
註
(
叩
)

註
(
日
)
八
九
頁
。

中国における精神損害に対する金銭賠償をめぐる法と実務(1)

七
五
頁
、

王
利
明
・
前

六
六
回
頁
。
同
旨
・
王
勇
亮
・
前
掲
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